
一

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て

―
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
評
価
を
中
心
に

―

阿　
　

部　
　

純　
　

一

　

は
じ
め
に

Ⅰ
 
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
概
要

Ⅱ
 
連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
省
に
よ
る
調
査
報
告
書

Ⅲ
 
裁
判
実
務
の
動
向

　

結
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

ド
イ
ツ
民
法
典
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
の
施
行
（
一
九
〇
〇
年
）
か
ら
一
二
〇
年
余
の
時
が
流
れ
た
。
こ
の
間
、
婚
外
子
に
対
す
る
親
権
／
配
慮
権

の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
各
時
代
に
お
い
て
激
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
、
立
法
に
お
い
て
も
変
革
と
停
滞
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
ド
イ
ツ

に
お
け
る
婚
外
子
の
配
慮
法
史
は
、
ま
さ
に
「
波
乱
に
満
ち
た
歴
史
（w

echselvolle Geschichte

）」（
（
（

で
あ
る
と
い
え
る
。



二

現
在
の
ド
イ
ツ
法
の
到
達
点
は
、
二
〇
一
三
年
四
月
一
六
日
の
互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
父
母
の
親
の
配
慮
の
改
正
の
た
め
の
法
律

（Gesetz zur Reform
 der elterlichen Sorge nicht m

iteinander verheirateter Eltern, BGBl. I S.795.

）（
二
〇
一
三
年
五
月
一
九
日
施
行
）

（
以
下
「
二
〇
一
三
年
改
正
法
」
と
い
う
。）
が
も
た
ら
し
た
法
状
況
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
改
正
法
は
、
そ
れ
ま
で
非
婚
の
父
母
の
「
合
意
」

が
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
た
、
婚
外
子
に
対
す
る
共
同
配
慮
の
創
設
方
法
に
、
新
た
に
裁
判
所
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲
を
加
え
る

こ
と
で
、
父
母
の
合
意
が
な
い
場
合
に
も
、
裁
判
所
に
よ
る
子
の
福
祉
審
査
を
通
じ
て
、
父
母
が
共
同
配
慮
を
手
に
入
れ
る
道
を
開
い

た
。
外
形
的
に
は
非
婚
の
父
母
の
権
利
拡
大
と
も
み
え
る
新
制
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
立
法
の
前
後
を
通
じ
て
、
学
説
か
ら
の
厳
し
い
非

難
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
立
法
当
時
の
状
況
を
前
に
し
て
、
筆
者
は
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
を
分
析
し
た
旧
稿
を
次
の
よ
う
に
結
ん
だ
。

「
も
っ
と
も
、
今
回
の
改
正
法
の
選
択
し
た
解
決
策
が
『
理
想
的
な
道
（K

önigsw
eg

）』
で
あ
る
の
か
『
誤
っ
た
道
（H

olzw
eg

）』
で
あ
る
の
か
の

最
終
的
な
評
価
は
、
今
後
の
実
務
に
お
け
る
運
用
及
び
実
際
の
裁
判
を
待
っ
て
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
今
回
の
改
正
法
で
は
、
連
邦
司
法
省
は
、
共
同

配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
新
た
な
規
定
が
実
務
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
の
か
を
観
察
し
、
五
年
後
に
こ
れ
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
婚
外
子
配
慮
法
に
関
す
る
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
採
用
し
た
ド
イ
ツ
法
の
今
後
の
行
方
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
」（

（
（

。

い
か
に
天
才
的
な
立
法
で
さ
え
、
法
律
を
補
充
・
修
正
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
裁
判
官
の
助
力
が
な
け
れ
ば
、
長
期
に
わ
た
っ
て
生

活
上
の
諸
要
求
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い（

（
（

。
立
法
時
か
ら
様
々
な
問
題
を
指
摘
さ
れ
て
き
た
二
〇
一
三
年
改
正
法
を
評
価
す
る
た
め
に

は
、
立
法
後
の
実
務
の
運
用
、
と
り
わ
け
裁
判
実
務
に
お
け
る
運
用
の
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
が
導
入
し
た
裁
判
所
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲
制
度
に
つ
い
て
、
立
法
後
の
実
務
動
向
の
分
析

を
通
じ
て
、
現
時
点
で
の
一
応
の
評
価
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
立
法
時
に
連
邦
司
法
省
（
現
・
連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
省
）
に
課
さ
れ
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ド
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た
調
査
義
務
に
基
づ
い
て
、
二
〇
一
八
年
に
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
に
関
す
る
調
査
報
告
書
が
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
以
下
で
は
、

ま
ず
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
概
要（

（
（

を
確
認
し
た
上
で
、
連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
省
に
よ
る
調
査
報
告
書
の
結
果
を
中
心
と
し
て
、
さ
ら

に
立
法
後
七
年
間
の
公
表
裁
判
例
の
傾
向
か
ら
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
実
証
的
評
価
を
試
み
る
。

Ⅰ 
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
概
要

1　

改
正
に
至
る
経
緯

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
非
婚
の
父
母
に
子
に
対
す
る
共
同
配
慮
の
可
能
性
を
立
法
上
は
じ
め
て
開
い
た
の
は
、
一
九
九
七
年
一
二
月

一
六
日
の
親
子
法
の
改
正
の
た
め
の
法
律
（Gesetz zur Reform

 des K
indschaftsrechts, BGBl. I S.2942.

）（
一
九
九
八
年
七
月
一
日
施
行
）

で
あ
る
。
本
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
配
慮
表
明
制
度
（Sorgeerklärung

）
は
、
非
婚
の
父
母
が
配
慮
を
共
同
し
て
引
き
受
け
る
意
思

表
示
（
配
慮
表
明
）
を
し
た
場
合
に
、
父
母
に
配
慮
権
が
共
同
し
て
帰
属
す
る
こ
と
を
認
め
た
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
一
六
二
六
ａ
条
一
項
一
号
）。

も
っ
と
も
、
非
婚
の
父
母
が
共
同
配
慮
を
手
に
入
れ
る
唯
一
の
手
段
で
あ
っ
た
配
慮
表
明
制
度
に
は
、
父
母
の
一
方
の
意
に
反
し
て
は

こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
構
造
上
の
難
点
が
あ
り
、
特
に
婚
外
子
の
原
則
的
配
慮
権
者
で
あ
る
母
が
共
同
配
慮
を
拒
絶
す
る

場
合
に
は
、
父
は
共
同
配
慮
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
配
慮
表
明
制
度
を
め
ぐ
り
、

二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
判
決
（Zaunegger
事
件
）（

（
（

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
八
条
（
私
生
活
及
び
家
族
生
活

の
尊
重
）
と
の
関
連
に
お
け
る
一
四
条
（
差
別
の
禁
止
）
の
違
反
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
七
月
二
一
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定（

（
（

は
、
基
本
法
六
条
二
項
に
基
づ
く
婚
外
子
の
父
の
親
の
権
利
を
侵
害
す
る
と
判
示
し
た
。
一
連
の
裁
判
に
よ
り
、
い
わ
ば
追
い
込
ま
れ
る
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形
で
立
法
さ
れ
た
の
が
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
改
正
法
の
立
法
者
は
、
可
能
な
限
り
父
母
に
よ
る
共
同
配
慮
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
新
し
い
理
念
に
基
づ
き
、

子
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
で
共
同
配
慮
を
認
め
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た（

（
（

。
そ
し
て
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
は
、
前
記
の
違
憲
及
び
人

権
条
約
違
反
の
状
態
を
治
癒
す
る
た
め
の
解
決
策
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
及
び
家
事
事
件
手
続
法
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
）（

（
（

に
お
い
て
、
従
来
の
配
慮

表
明
制
度
を
維
持
し
つ
つ
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
一
項
一
号
）（

（1
（

、
父
母
の
合
意
が
な
い
場
合
に
も
、
父
母
の
一
方
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
、

家
庭
裁
判
所
に
よ
る
子
の
福
祉
審
査
を
通
じ
て
、
父
母
に
共
同
配
慮
を
移
譲
す
る
新
制
度
を
導
入
し
た
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
一
項
三
号
、

二
項
、
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
）。

2　

裁
判
所
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲

裁
判
所
は
、父
母
の
一
方
の
申
立
て（

（1
（

に
基
づ
き
、「
移
譲
が
子
の
福
祉
に
反
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
か
否
か
と
い
う
消
極
的
子
の
福
祉
審
査
（negative 

K
indesw

ohlprüfung

）
に
よ
り
、
共
同
配
慮
の
移
譲
の
可
否
を
判
断
す
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
一
文
）。
父
母
の
一
方
が
共
同
配
慮

の
移
譲
を
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
相
手
方
で
あ
る
父
母
の
他
方
に
対
し
て
、
態
度
表
明
（Stellungnahm

e

）

の
た
め
の
期
間
を
設
定
す
る
。
こ
の
期
間
に
つ
い
て
、
母
に
対
し
て
は
、
子
の
出
生
後
六
週
間
以
上
の
猶
予
期
間
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
二
項
二
文
）。
こ
の
態
度
表
明
期
間
内
に
、
相
手
方
で
あ
る
父
母
の
他
方
が
、
沈
黙
し
て
い
る
場
合
、
共
同

の
親
の
配
慮
の
移
譲
を
阻
止
し
う
る
理
由
を
裁
判
所
に
対
し
て
提
出
し
な
い
場
合
、
そ
の
よ
う
な
理
由
が
そ
の
他
の
方
法
で
裁
判
所
に
明

ら
か
で
は
な
い
場
合
に
は
、
共
同
の
親
の
配
慮
の
移
譲
が
子
の
福
祉
に
反
し
な
い
こ
と
が
法
律
上
推
定
さ
れ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項

二
文
）。
実
際
の
事
件
は
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
存
在
す
る
か
否
か
に
応
じ
て
、
次
の
二
つ
の
手
続
に
お
い
て
裁
判
さ
れ
る
。
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父
母
の
一
方
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲
の
申
立
て
に
対
し
て
、
相
手
方
が
共
同
配
慮
の
移
譲
を
阻
止
し
う
る
理
由
を
提
出
し
な
い
場

合
、
そ
の
よ
う
な
理
由
が
そ
の
他
の
方
法
で
裁
判
所
に
知
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
簡
易
な
手
続
（vereinfachte 

V
erfahren

）
に
お
い
て
共
同
配
慮
の
移
譲
の
可
否
を
審
査
す
る
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）。
こ
の
手
続
で
は
、
書
面
審
査
だ
け
が
行

わ
れ
、
職
権
探
知
主
義
の
制
限
に
よ
り
、
父
母
の
本
人
審
問
や
少
年
局
（Jugendam

t

）
の
手
続
関
与
が
排
除
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
子

の
本
人
審
問
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
九
条
）
は
、
簡
易
な
手
続
に
お
い
て
も
排
除
さ
れ
な
い
。

共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
の
存
在
を
裁
判
所
が
認
め
る
場
合
に
は
、
職
権
探
知
主
義
が
妥
当
す
る
、
通
常
の
親
子
関
係
事
件
に
関

す
る
手
続
に
お
い
て
、
審
査
が
行
わ
れ
る
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
四
項
）。
裁
判
所
は
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
知
ら
れ
た
後

遅
く
と
も
一
か
月
で
開
始
す
る
討
論
期
日
（Erörterungsterm

in

）
を
設
定
す
る
。
こ
の
手
続
で
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
子
の
本
人
審
問

だ
け
で
な
く
、
父
母
の
本
人
審
問
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
六
〇
条
）、
少
年
局
の
手
続
へ
の
関
与
も
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
は
、
草
案
段
階
で
は
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
常
に
簡
易

な
手
続
に
お
い
て
「
裁
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（hat 

… zu entscheiden

）」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
（M

uss

規
定
）、
連
邦
議
会
法
務

委
員
会
の
決
議
勧
告（

（1
（

を
受
け
て
、
簡
易
な
手
続
に
お
い
て
「
裁
判
す
る
も
の
と
す
る
（soll 

… entscheiden

）」
と
い
う
表
現
に
修
正
さ

れ
た
（Soll

規
定
）。
連
邦
議
会
法
務
委
員
会
の
理
由
書
は
、
こ
の
修
正
に
よ
り
、
母
の
言
語
上
の
能
力
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
な
ど

の
特
別
な
例
外
的
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
存
在
し
な
い
場
合
に
も
、
裁
判
所
の
判
断
で
、
通
常
の
手
続
に

お
い
て
裁
判
で
き
る
と
説
明
す
る（

（1
（

。
こ
の
わ
ず
か
な
字
句
の
修
正
に
よ
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
二
文
に
よ
る
法
律
上
の
推
定
と

は
無
関
係
に
、
簡
易
な
手
続
に
よ
る
裁
判
を
す
る
か
、
通
常
の
手
続
に
よ
る
裁
判
を
す
る
か
を
決
定
す
る
裁
量
が
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た（

（1
（

。
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3　

改
正
法
に
対
す
る
批
判

二
〇
一
三
年
改
正
法
に
対
し
て
は
、
そ
の
立
法
段
階
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
新
設
さ
れ
た
裁
判

所
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲
制
度
に
対
す
る
批
判
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
は
、
簡
易
な
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
書
面
審
査

に
よ
る
手
続
に
お
い
て
は
、
職
権
探
知
主
義
が
制
限
さ
れ
、
討
論
期
日
が
開
か
れ
ず
、
父
母
の
本
人
審
問
や
少
年
局
の
審
問
が
行
わ
れ
な

い
こ
と
で
あ
る
。

父
母
の
本
人
審
問
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
官
が
父
母
の
合
意
形
成
を
試
み
る
こ
と
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
六
条
）
が
で
き
な
い（

（1
（

だ
け
で
な
く
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
に
基
づ
く
親
の
権
利
の
現
れ
で
あ
る
父
母
の
本
人
審
問
を
制
限
す
る
こ
と
に
対
す
る
憲
法
上
の
懸

念
も
述
べ
ら
れ
る（

（1
（

。

さ
ら
に
、
少
年
局
の
関
与
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
少
年
局
の
専
門
的
な
知
見
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず（

（1
（

、
裁
判
所
が
共
同
配
慮
を
阻

止
し
う
る
理
由
に
関
す
る
情
報
を
少
年
局
を
通
じ
て
入
手
で
き
な
い（

（1
（

な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
二
は
、
共
同
配
慮
が
子
の
福
祉
に
反
し
な
い
こ
と
を
法
律
上
推
定
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
二
文
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

本
規
定
は
、
簡
易
な
手
続
に
関
す
る
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
と
一
体
的
に
機
能
す
る
た
め
、
簡
易
な
手
続
に
対
す
る
批
判
（
職
権

探
知
主
義
の
制
限
、
父
母
の
本
人
審
問（

（1
（

や
少
年
局
の
関
与
が
な
い
こ
と
な
ど
）
は
、
そ
の
ま
ま
本
規
定
に
も
妥
当
す
る
。

ま
た
、
共
同
配
慮
が
子
の
福
祉
に
反
し
な
い
こ
と
を
法
律
上
推
定
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
の
裁
量
的
判
断
を
制
約
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
学
説
の
中
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
の
解
釈
を
通
じ
て
、
共
同
配
慮
が
子
の
福
祉
に
反
し
な
い
こ
と
が
「
明
白
（ersichtlich

）」



七

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
で
、
同
条
の
適
用
範
囲
を
限
定
で
き
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た（

（2
（

。

第
三
は
、
共
同
配
慮
の
移
譲
の
判
断
基
準
と
し
て
の
「
消
極
的
子
の
福
祉
審
査
」
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
消
極
的
子
の
福
祉
審
査

は
、
子
の
利
害
を
十
分
に
顧
慮
す
る
も
の
で
は
な
く
、
積
極
的
子
の
福
祉
審
査
（positive K

indesw
ohlprüfung

）
が
行
わ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
主
張
さ
れ
る（

（2
（

。

Ⅱ 
連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
省
に
よ
る
調
査
報
告
書

二
〇
一
三
年
改
正
法
の
第
六
条
は
、
連
邦
司
法
省
（
当
時
）
が
、
同
改
正
法
に
よ
り
変
更
ま
た
は
新
設
さ
れ
た
規
定
に
つ
い
て
、
法
律

施
行
後
五
年
の
間
に
、
裁
判
実
務
に
基
づ
く
評
価
を
行
い
、
こ
れ
に
関
す
る
報
告
書
を
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
定
め
た（

（2
（

。

こ
の
任
務
を
果
た
す
た
め
に
、
連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
省
（Bundesm

inisterium
 der Justiz und für V

erbraucherschutz

）
は
、

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
大
学
（Evangelische H

ochschule N
ürnberg

）
の
付
設
機
関
で
あ
る
実
践
調
査
・
評
価
研
究
所

（Institut für Praxisforschung und Evaluation

）
に
調
査
を
委
託
し
、
二
〇
一
七
年
八
月
に
最
終
報
告
書（

（2
（

が
提
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
委

託
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、「
互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
父
母
の
親
の
配
慮
の
改
正
の
た
め
の
法
律
の
評
価
に
関
す
る
報
告
書
（Bericht 

über die Evaluierung des Gesetzes zur Reform
 der elterlichen Sorge nicht m

iteinander verheirateter Eltern

）」
が
作
成
さ
れ
、
前

記
最
終
報
告
書
と
併
せ
て
、
連
邦
政
府
の
名
に
お
い
て
二
〇
一
八
年
三
月
二
九
日
付
で
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た（

（2
（

。

以
下
で
は
、
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た
調
査
報
告
書
に
基
づ
い
て
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
実
務
に
お
け
る
運
用
状
況
と
そ
の
評
価
を

点
描
す
る
。



八

1　

調
査
の
目
的
・
方
法

本
調
査
の
目
的
は
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
非
婚
の
父
母
に
よ
る
配
慮
法
制
が
子
に
与
え
て
い
る
影
響
を
突
き
止

め
、
改
正
後
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
及
び
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
を
実
証
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
あ
る（

（2
（

。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、（
α
）
裁
判
所
事
務
局
に
対
す
る
調
査
と
（
β
）
裁
判
官
に
対
す
る
調
査
の
二
つ
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

（
α
）
裁
判
所
事
務
局
に
対
す
る
調
査
は
、
区
裁
判
所
及
び
上
級
地
方
裁
判
所
の
事
務
局
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
形
式
で
実
施

さ
れ
た
。
調
査
対
象
は
、
二
〇
一
五
年
及
び
二
〇
一
六
年
に
受
理
さ
れ
た
も
し
く
は
既
済
と
な
っ
た
、
裁
判
所
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
一
項
三
号
、
二
項
、
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
）
に
関
す
る
事
件
（
抗
告
事
件
）
で
あ
る
。
裁
判
所
事
務
局
に
対
し
て
は
、

当
該
事
件
の
量
的
調
査
（quantitative Befragung

）
へ
の
回
答
が
求
め
ら
れ
た
。

（
β
）
裁
判
官
に
対
す
る
調
査
は
、
区
裁
判
所
及
び
上
級
地
方
裁
判
所
の
裁
判
官
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
形
式
で
実
施
さ
れ
た
。
調

査
対
象
は
、
各
裁
判
官
が
二
〇
一
五
年
に
扱
っ
た
共
同
配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
事
件
（
抗
告
事
件
）
で
あ
る
。
裁
判
官
に
対
し
て
は
、
当

該
事
件
の
量
的
調
査
だ
け
で
な
く
、
自
由
記
述
を
含
む
質
的
調
査
（qualitative Befragung

）
も
実
施
さ
れ
た
。

2　

裁
判
所
事
務
局
に
対
す
る
調
査

（
1
）
区
裁
判
所
事
務
局
に
対
す
る
調
査
の
結
果

調
査
用
紙
を
発
送
し
た
一
六
八
か
所
の
区
裁
判
所
（
全
区
裁
判
所
の
二
五
％
、
各
連
邦
州
あ
た
り
二
か
所
以
上
）
の
う
ち
、
回
答
し
た
の
は

一
三
四
か
所
の
区
裁
判
所
で
あ
り
、
共
同
配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
事
件
が
四
二
五
〇
件
（
二
〇
一
五
年
：
二
三
五
一
件
、
二
〇
一
六
年
：
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一
八
九
九
件
）
報
告
さ
れ
た（

（2
（

。
地
域
別
に
み
る
と
、
事
件
の
七
六
・
二
六
％
（
三
二
四
一
件
）
は
西
ド
イ
ツ
諸
州（

（2
（

か
ら
、
二
三
・
七
四
％

（
一
〇
〇
九
件
）
は
東
ド
イ
ツ
諸
州（

（2
（

か
ら
報
告
さ
れ
た
。

調
査
報
告
書
は
、
任
意
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
区
裁
判
所
事
務
局
の
参
加
率
が
高
く
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
都
市
か
ら
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
と

し
て
本
調
査
の
意
義
を
強
調
す
る（

（2
（

。

（
ａ
）
子
の
年
齢

申
立
て
時
点
で
の
子
の
年
齢
は
、
一
歳
未
満
が
一
〇
・
八
％
、
一
歳
以
上
三
歳
未
満
が
二
二
・
一
％
、
三
歳
以
上
が
六
七
・
〇
％
で
あ
っ

た
（
（3
（

。注
目
さ
れ
る
の
は
、
事
件
に
関
係
し
た
子
の
大
半
が
三
歳
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
調
査
報
告
書
は
、
子
の

出
生
か
ら
数
年
が
経
過
し
た
後
に
は
じ
め
て
、
父
母
の
別
居
が
生
じ
た
、
あ
る
い
は
父
母
間
に
子
の
重
要
事
項
に
関
す
る
共
同
決
定
を
め

ぐ
る
紛
争
が
生
じ
た
た
め
に
、
非
配
慮
権
者
た
る
父
母
が
共
同
配
慮
を
求
め
た
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
こ
と（

（3
（

、
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
施
行

後
に
は
じ
め
て
、
父
母
の
他
方
の
合
意
が
な
い
場
合
に
も
、
裁
判
所
の
決
定
を
通
じ
て
共
同
の
親
の
配
慮
を
手
に
入
れ
る
可
能
性
が
広

が
っ
た
こ
と
、
の
二
点
を
挙
げ
る（

（3
（

。

さ
ら
に
、
一
歳
未
満
の
子
が
少
数
に
と
ど
ま
る
と
い
う
事
実
は
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
評
価
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
前
述

の
よ
う
に
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
は
、
父
に
よ
る
共
同
配
慮
の
申
立
て
に
対
し
て
母
が
態
度
表
明
を
行
う
た
め
の
猶
予
期
間
（
子
の
出
生

後
六
週
間
以
上
）
を
設
け
た
が
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
二
項
二
文
）、
そ
の
背
景
に
は
母
が
出
産
後
短
期
間
で
配
慮
法
上
の
手
続
を
強
制
さ

れ
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
調
査
報
告
書
は
、
子
の
年
齢
に
関
す
る
調
査
結
果
か
ら
、
二
〇
一
三
年
改
正
法



一
〇

の
立
法
時
に
述
べ
ら
れ
た
右
の
懸
念
が
実
務
上
は
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る（

（3
（

。

（
ｂ
）
既
済
事
件
に
お
け
る
手
続
の
種
別
と
審
理
の
状
況

調
査
期
間
中
に
既
済
と
な
っ
た
事
件
の
う
ち
、
書
面
審
査
の
み
の
簡
易
な
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）
で
審
理
さ
れ
た
事
件

が
二
八
・
八
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
最
低
一
回
以
上
の
討
論
期
日
を
伴
う
通
常
の
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
四
項
）
で
審
理
さ
れ

た
事
件
は
六
六
・
六
％
で
あ
っ
た（

（3
（

。
既
済
事
件
の
四
・
六
％
は
手
続
の
種
別
に
つ
い
て
無
回
答
で
あ
っ
た
が
、
調
査
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
の

事
件
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
期
日
指
定
前
あ
る
い
は
書
面
審
査
に
よ
る
決
定
前
に
申
立
て
が
取
り
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、
別
の
方
法
で
終
了

し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る（

（3
（

。

期
日
を
伴
う
通
常
の
手
続
に
よ
る
事
件
の
審
理
期
間
は
、
六
か
月
未
満
が
七
九
・
九
％
、
六
か
月
以
上
一
二
か
月
未
満
が
一
六
・
七
％
、

一
二
か
月
以
上
一
八
か
月
未
満
が
二
・
二
％
、
一
八
か
月
以
上
が
一
・
二
％
で
あ
っ
た（

（3
（

。

調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
通
常
の
手
続
に
よ
る
事
件
の
大
多
数
が
六
か
月
以
内
と
い
う
比
較
的
短
期
間
に
結
審
し
て
い
る

事
実
は
、
家
事
事
件
手
続
に
お
け
る
優
先
及
び
迅
速
の
要
請
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
条
一
項
）
が
広
く
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ

る
と
と
も
に
、
前
記
の
よ
う
に
一
歳
未
満
の
子
が
手
続
に
関
係
す
る
割
合
が
低
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
母
の
態
度
表
明
の
た
め
の
猶
予

期
間
は
非
常
に
少
数
の
事
件
に
お
い
て
の
み
重
要
で
あ
り
、「
母
が
さ
な
が
ら
産
褥
（K

indbett

）
か
ら
裁
判
所
に
連
れ
出
さ
れ
る
」
と
い

う
立
法
時
の
懸
念
の
正
当
性
は
や
は
り
こ
こ
で
も
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る（

（3
（

。

既
済
事
件
を
終
局
区
分
に
応
じ
て
み
る
と
、
決
定
（Beschluss

）
が
五
二
・
八
％
、
裁
判
所
の
面
前
で
の
配
慮
表
明
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ

一
五
五
ａ
条
五
項
）（

（3
（

が
八
・
七
％
、
取
下
げ
が
一
五
・
七
％
、
そ
の
他
が
二
二
・
八
％
で
あ
っ
た（

（3
（

。「
取
下
げ
」
や
「
そ
の
他
」
の
理
由
は
明
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ら
か
で
は
な
い
が
、
調
査
報
告
書
は
、「
取
下
げ
」
に
つ
い
て
は
、
裁
判
外
で
父
母
間
の
合
意
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
申
立
人
が
自
己
の

目
的
追
求
を
断
念
し
た
こ
と
ま
で
多
様
な
理
由
が
存
在
し
、「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
死
亡
に
よ
る
事
件
の
終
了
か
ら
父
母

の
婚
姻
に
よ
る
事
件
の
終
了
ま
で
多
様
な
状
況
が
存
在
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る（

（4
（

。

「
決
定
」
で
終
局
し
た
事
件
の
う
ち
、
親
の
配
慮
の
全
部
移
譲
が
認
容
さ
れ
た
の
が
七
八
・
四
％
、
親
の
配
慮
の
一
部
移
譲
が
認
容
さ
れ

た
の
が
九
・
六
％
、
申
立
て
が
却
下
さ
れ
た
の
が
一
二
・
〇
％
で
あ
っ
た（

（4
（

。「
認
容
決
定
の
件
数
」
と
「
裁
判
所
の
面
前
で
の
配
慮
表
明
件

数
」
を
あ
わ
せ
る
と
、
全
申
立
て
の
う
ち
約
半
数
（
五
五
・
一
％
）
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
関
与
の
下
で
父
母
の
共
同
配
慮
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。

（
ｃ
）
地
域
差

西
ド
イ
ツ
諸
州
と
東
ド
イ
ツ
諸
州
を
比
較
す
る
と
、
婚
外
子
出
生
率
は
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
の
方
が
二
倍
近
く
高
い
傾
向
を
示
し
て
い

る
（
（4
（

。
本
調
査
に
お
い
て
も
、
当
初
、
量
的
・
質
的
デ
ー
タ
に
お
け
る
東
西
差
が
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
多
く
の
結
果
は
そ
れ
ほ
ど
有
意
な

差
異
を
示
さ
な
か
っ
た（

（4
（

。

両
地
域
間
に
生
じ
た
特
徴
的
な
相
違
は
、
既
済
事
件
に
占
め
る
簡
易
な
手
続
と
通
常
の
手
続
の
割
合
に
つ
い
て
み
ら
れ
た
に
と
ど
ま

る
。
書
面
審
査
の
み
の
簡
易
な
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）
に
よ
り
審
理
さ
れ
た
事
件
が
、
西
ド
イ
ツ
諸
州
：
二
二
・
三
％
、
東

ド
イ
ツ
諸
州
：
四
一
・
三
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
最
低
一
回
以
上
の
討
論
期
日
を
伴
う
通
常
の
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
四
項
）

に
よ
り
審
理
さ
れ
た
事
件
は
、
西
ド
イ
ツ
諸
州
：
七
一
・
六
％
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
：
五
七
・
〇
％
で
あ
っ
た（

（4
（

。
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た

理
由
に
つ
い
て
、
調
査
報
告
書
は
、
確
言
を
避
け
つ
つ
も
、
東
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
婚
外
出
生
に
対
す
る
態
度
の
違
い
に
起
因
す
る
可
能



一
二

性
を
示
唆
す
る（

（4
（

。

回
答
を
区
裁
判
所
の
所
在
自
治
体
の
規
模
別（

（4
（

に
み
る
と
、
大
都
市
：
四
一
・
三
％
、
中
都
市
：
四
七
・
九
％
、
小
都
市
：
一
〇
・
七
五
％

と
な
り
、
大
多
数
の
回
答
は
、
大
・
中
都
市
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た（

（4
（

。
自
治
体
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
同
一
の
裁
判
所
で
子
に
関
す
る
交

流
手
続
あ
る
い
は
配
慮
法
手
続
が
先
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
割
合
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
特
徴
的
な
差
異
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
調
査
報
告
書
は
、
自
治
体
の
規
模
が
結
果
の
相
違
に
特
徴
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
推
測
す
る（

（4
（

。

（
2
）
上
級
地
方
裁
判
所
事
務
局
に
対
す
る
調
査
の
結
果

調
査
用
紙
を
発
送
し
た
一
九
か
所
の
上
級
地
方
裁
判
所
（
全
上
級
地
方
裁
判
所
の
約
五
〇
％
、
各
連
邦
州
あ
た
り
最
低
一
か
所
以
上
）
の
う
ち
、

回
答
し
た
の
は
一
五
か
所
の
上
級
地
方
裁
判
所
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
か
所
の
上
級
地
方
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
ま
た
は

二
〇
一
六
年
の
い
ず
れ
か
の
調
査
年
に
つ
い
て
の
み
回
答
し
た（

（4
（

。
こ
れ
ら
の
上
級
地
方
裁
判
所
か
ら
は
、
共
同
配
慮
の
移
譲
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
二
六
ａ
条
一
項
三
号
、
二
項
、
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
）
に
関
す
る
抗
告
事
件
七
一
九
件
（
二
〇
一
五
年
：
三
六
六
件
、
二
〇
一
六
年
：

三
五
三
件
）
が
報
告
さ
れ
た（

（5
（

。

（
ａ
）
調
査
対
象
手
続
の
概
要

第
一
審
手
続
の
種
類
別
に
抗
告
事
件
を
み
る
と
、
事
件
の
八
〇
・
四
％
は
、
最
低
一
回
以
上
の
討
論
期
日
が
開
か
れ
た
通
常
の
手
続
（
Ｆ

ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
四
項
）
に
よ
り
審
理
さ
れ
て
お
り
、
事
件
の
一
九
・
六
％
だ
け
が
、
書
面
審
査
の
み
の
簡
易
な
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ

一
五
五
ａ
条
三
項
）
に
よ
り
審
理
さ
れ
て
い
た（

（5
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
調
査
報
告
書
は
、
単
純
な
ケ
ー
ス
が
書
面
に
よ
る
手
続
に
お
い
て
判



一
三

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

断
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
複
雑
で
紛
争
性
の
高
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
討
論
期
日
を
伴
う
手
続
に
お
い
て
審
理
さ
れ
て
い
る
と
の
仮
説
を

立
て
る（

（5
（

。

抗
告
事
件
の
約
五
〇
％
で
は
、
第
一
審
手
続
に
お
い
て
父
母
双
方
へ
の
共
同
配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
認
容
決
定
が
下
さ
れ
て
お
り
、
残

り
の
約
五
〇
％
で
は
、
第
一
審
手
続
に
お
い
て
申
立
て
が
却
下
さ
れ
て
い
た（

（5
（

。

抗
告
人
は
、
子
の
母
が
五
三
％
、
子
の
父
が
四
四
・
三
五
％
、
そ
の
他
の
関
係
者
が
二
・
五
五
％
で
あ
っ
た（

（5
（

。
ど
の
よ
う
な
者
が
「
そ
の

他
の
関
係
者
」
に
該
当
す
る
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
ｂ
）
既
済
抗
告
事
件
に
お
け
る
審
理
の
状
況

抗
告
事
件
の
審
理
期
間
は
、
六
か
月
未
満
が
八
四
・
九
％
、
六
か
月
以
上
一
二
か
月
未
満
が
一
四
・
五
％
、
一
二
か
月
以
上
一
八
か
月
未

満
が
〇
・
七
％
、
一
八
か
月
以
上
が
〇
％
で
あ
っ
た（

（5
（

。

既
済
抗
告
事
件
の
終
局
区
分
は
、
決
定
が
五
一
・
九
％
、
裁
判
所
の
面
前
で
の
配
慮
表
明
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
五
項
）
が
八
・
三
％
、

取
下
げ
が
三
一
・
三
％
、
そ
の
他
が
八
・
五
％
で
あ
っ
た（

（5
（

。

抗
告
事
件
の
う
ち
二
〇
・
二
％
の
事
件
に
つ
い
て
第
一
審
の
決
定
が
変
更
さ
れ
お
り
、
変
更
さ
れ
た
事
件
を
第
一
審
の
手
続
別
に
み
る

と
、
四
九
・
二
％
が
簡
易
な
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）
に
よ
り
、
五
〇
・
八
％
が
通
常
の
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
四
項
）

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
審
理
さ
れ
て
い
た（

（5
（

。



一
四

3　

裁
判
官
に
対
す
る
調
査

裁
判
官
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
四
五
一
件
（
区
裁
判
所
：
四
四
三
件
、
上
級
地
方
裁
判
所（

（5
（

：
八
件
）
の
回
答
が
あ
っ
た（

（5
（

。
地
域

別
に
み
る
と
、
回
答
の
八
五
・
六
％
（
三
八
六
件
）
は
西
ド
イ
ツ
諸
州
か
ら
、
一
四
・
四
％
（
六
五
件
）
は
東
ド
イ
ツ
諸
州
か
ら
報
告
さ
れ

た
（
（6
（

。
回
答
し
た
裁
判
官
か
ら
は
、
総
計
一
二
〇
一
件
の
事
件
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
八
三
・
六
％
は
西
ド
イ
ツ
諸
州
か
ら
、

一
六
・
四
％
は
東
ド
イ
ツ
諸
州
か
ら
の
報
告
で
あ
っ
た（

（6
（

。

前
述
の
よ
う
に
、
裁
判
官
に
対
し
て
は
、
各
裁
判
官
が
二
〇
一
五
年
に
扱
っ
た
共
同
配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
事
件
（
抗
告
事
件
）
に
関

す
る
量
的
調
査
だ
け
で
な
く
、
質
的
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
調
査
報
告
書
で
は
、
区
裁
判
所
に
お
け
る
量
的
調
査
の
結
果（

（6
（

と
、
区
裁
判
所

及
び
上
級
地
方
裁
判
所
裁
判
官
に
対
す
る
質
的
調
査
の
結
果
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）
判
断
基
準
と
し
て
の
「
消
極
的
子
の
福
祉
」
の
妥
当
性

質
的
調
査
の
手
法
を
用
い
て
、
共
同
配
慮
を
非
婚
の
父
母
に
移
譲
す
る
際
の
判
断
基
準
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
条
二
項
一
文
の
規

定
す
る
「
消
極
的
子
の
福
祉
」
審
査
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
が
、
そ
の
理
由
（
複
数
回
答
可
）
と
と
も
に
調
査
さ
れ
た
。
裁
判
官
の

六
三
・
九
％
は
「
適
切
で
あ
る
（richtig

）」
と
、
一
九
・
三
％
は
「
不
適
切
で
あ
る
（falsch

）」
と
回
答
し
た（

（6
（

。

裁
判
官
が
消
極
的
子
の
福
祉
審
査
を
適
切
と
考
え
る
主
要
な
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、「
基
本
法
六
条
二
項
一
文
の
理
念
と
し

て
の
共
同
の
親
の
配
慮
（
親
の
権
利
義
務
）
を
承
認
し
、
そ
れ
を
目
指
し
て
努
力
さ
れ
る
」（
七
五
件
）、「
共
同
配
慮
を
開
始
す
る
要
件
の

敷
居
を
下
げ
る
」（
五
四
件
）、「
子
の
利
害
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
」（
三
七
件
）、「
非
婚
カ
ッ
プ
ル
の
親
の
権
利
が
婚
姻
カ
ッ
プ
ル
の
親



一
五

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

の
権
利
に
近
づ
け
ら
れ
る
」（
三
四
件
）、「
共
同
配
慮
は
子
の
ニ
ー
ズ
に
適
う
」（
三
三
件
）、「
父
の
た
め
に
親
の
権
利
を
強
化
す
る
」（
二
七

件
）
で
あ
る（

（6
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
消
極
的
子
の
福
祉
審
査
を
不
適
切
と
回
答
し
た
裁
判
官
が
挙
げ
た
主
な
理
由
は
、「
積
極
的
子
の
福
祉
審
査
の
方
が

適
切
で
あ
ろ
う
」（
三
六
件
）、「
法
的
父
子
関
係
の
創
設
に
よ
る
共
同
配
慮
こ
そ
が
子
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（
三
〇
件
）、

「
共
同
配
慮
を
命
じ
る
手
続
は
、
父
母
の
相
互
関
係
の
負
担
に
な
る
」（
一
四
件
）、「
消
極
的
審
査
と
積
極
的
審
査
の
間
の
区
別
は
、
実
務

上
は
重
要
で
な
い
」（
一
〇
件
）
で
あ
っ
た（

（6
（

。

全
体
的
に
み
れ
ば
、
約
六
割
の
裁
判
官
が
現
在
の
判
断
基
準
に
対
し
て
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
官
の
中

に
は
、「
し
か
し
、
消
極
的
審
査
と
積
極
的
審
査
の
間
の
区
別
は
、
実
務
上
は
重
要
で
な
い
」（
一
四
件
）、「
但
し
、
法
的
父
子
関
係
の
創

設
に
よ
る
共
同
配
慮
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
」（
九
件
）、「
但
し
、
積
極
的
子
の
福
祉
審
査
の
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
」（
一
件
）
な
ど
、

否
定
的
な
評
価
を
下
し
た
裁
判
官
の
挙
げ
た
理
由
に
共
通
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
点
に
は
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る（

（6
（

。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
定
的
な
評
価
の
理
由
と
し
て
、
二
つ
の
異
な
る
方
向
が
指
向
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
、
裁
判
所
の
関

与
の
下
で
非
婚
の
父
母
の
共
同
配
慮
を
認
め
る
基
本
構
造
に
は
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
判
断
基
準
と
し
て
「
積
極
的
子
の
福
祉
」
の

導
入
を
指
向
す
る
立
場
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
裁
判
所
の
関
与
な
し
に
、
法
的
父
子
関
係
が
創
設
さ
れ
る
場
合
に
、
自
動
的
に
父
母
の

共
同
配
慮
と
す
る
こ
と
─
換
言
す
れ
ば
、
配
慮
表
明
制
度
を
含
む
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
の
廃
止
─
を
指
向
す
る
立
場
で
あ
る
。

（
2
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
二
文
に
よ
る
法
律
上
の
推
定
に
対
す
る
評
価

子
の
父
母
の
提
出
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
裁
判
所
に
知
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
共
同
配
慮
が
子



一
六

の
福
祉
に
反
し
な
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
二
文
）。
こ
の
よ
う
な
法
律
上
の
推
定
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
そ
の

理
由
（
複
数
回
答
可
）
を
含
め
て
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
法
律
上
の
推
定
を
「
適
切
な
手
段
」
と
考
え
る
裁
判
官
は

五
一
・
二
％
で
あ
り
、「
不
適
切
な
手
段
」
で
あ
る
と
考
え
た
裁
判
官
は
三
一
・
三
％
で
あ
っ
た（

（6
（

。

肯
定
的
評
価
の
主
な
理
由
は
、「
非
婚
カ
ッ
プ
ル
の
親
の
権
利
が
婚
姻
カ
ッ
プ
ル
の
親
の
権
利
に
近
づ
け
ら
れ
る
」（
二
九
件
）、「
基
本

法
六
条
二
項
一
文
の
理
念
と
し
て
の
共
同
の
親
の
配
慮
（
親
の
権
利
義
務
）
を
承
認
し
、
そ
れ
を
目
指
し
て
努
力
さ
れ
る
」（
二
八
件
）、「
単

独
配
慮
権
者
た
る
父
母
に
は
意
見
を
述
べ
る
可
能
性
が
あ
る
」（
二
二
件
）、「
手
続
の
浪
費
を
回
避
す
る
」（
二
一
件
）、「
共
同
配
慮
は
子

の
ニ
ー
ズ
に
適
う
」（
二
一
件
）、「
子
の
利
害
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
」（
二
〇
件
）、「
父
の
た
め
に
親
の
権
利
を
強
化
す
る
」（
二
〇
件
）

で
あ
っ
た（

（6
（

。

否
定
的
な
評
価
を
下
し
た
裁
判
官
が
挙
げ
た
主
な
理
由
は
、「
単
独
配
慮
権
者
た
る
父
母
が
裁
判
所
の
通
知
に
対
し
て
反
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」（
四
〇
件
）、「
法
的
父
子
関
係
の
創
設
に
よ
る
共
同
配
慮
こ
そ
が
子
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
」（
三
三
件
）、「
積
極
的
子
の

福
祉
審
査
こ
そ
が
要
求
さ
れ
る
」（
二
四
％
）
で
あ
っ
た（

（6
（

。

先
に
み
た
判
断
基
準
の
妥
当
性
と
比
較
す
る
と
、
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
た
裁
判
官
の
割
合
が
減
少
し
た
一
方
で
、
否
定
的
な
評
価
を

し
た
裁
判
官
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
他
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
判
断
基
準
の
妥
当
性
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た

理
由
と
の
共
通
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）
共
同
の
親
の
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由

共
同
配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
裁
判
が
、
書
面
に
よ
る
簡
易
な
手
続
に
よ
る
の
か
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）、
そ
れ
と
も
期
日
を
伴



一
七

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

う
通
常
の
手
続
に
よ
る
の
か
（
同
条
四
項
）
は
、
原
則
と
し
て
、「
共
同
の
親
の
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
」
の
存
否
に
し
た
が
っ
て
区
分

さ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
は
、
そ
の
後
の
裁
判
手
続
を
決
定
づ
け
る
分
水
嶺
と
な
る
。

（
ａ
）
理
由
の
提
出
及
び
裁
判
所
に
よ
る
認
知

量
的
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
事
件
の
六
六
・
三
％
（
西
ド
イ
ツ
諸
州
：
六
五
・
九
％
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
：
六
七
・
八
％
）
に
お
い
て
、
子
の
母

が
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
を
提
出
し
て
い
た（

（7
（

。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
理
由
の
存
在
が
裁
判
所
に
承
認
さ
れ
た
事
件
は
、
回
答
さ
れ
た
事
件
の
七
一
・
九
％
（
西
ド
イ
ツ
諸
州
：
七
二
・
一
％
、

東
ド
イ
ツ
諸
州
：
七
一
・
一
％
）
を
占
め
て
い
た（

（7
（

。
こ
れ
ら
の
事
件
の
う
ち
、
九
四
・
〇
％
（
西
ド
イ
ツ
諸
州
：
九
三
・
二
％
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
：

九
七
・
二
％
）
は
関
係
者
に
よ
る
報
告
を
通
じ
て
、
六
・
〇
％
（
西
ド
イ
ツ
諸
州
：
六
・
八
％
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
：
二
・
八
％
）
は
そ
の
他
の
方
法
を

通
じ
て
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
裁
判
所
に
認
知
さ
れ
て
い
た（

（7
（

。

裁
判
所
が
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
を
認
知
し
た
事
件
の
う
ち
、
専
門
家
に
よ
る
鑑
定
書
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
の
は
、
六
・
九
％

（
西
ド
イ
ツ
諸
州
：
七
・
四
％
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
：
四
・
七
％
）
に
と
ど
ま
る（

（7
（

。

質
的
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
、
第
一
審
手
続
に
お
い
て
提
出
さ
れ
ず
、
抗
告
審
に
お
い
て
は
じ
め

て
提
出
さ
れ
る
事
件
は
、
稀
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
裁
判
官
の
二
％
だ
け
が
回
答
）（

（7
（

。

（
ｂ
）
裁
判
官
に
よ
る
理
由
の
評
価

そ
れ
で
は
、
裁
判
官
が
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
の
存
在
を
認
め
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
場
合
な
の
か
。
質
的
調
査



一
八

の
結
果
か
ら
、
裁
判
官
に
よ
る
具
体
的
な
理
由
の
評
価
を
み
て
み
よ
う
。

裁
判
官
が
共
同
配
慮
を
阻
止
す
る
理
由
に
値
す
る
と
評
価
し
た
の
は
、「
父
母
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
及
び
準
備
の
欠
如
、
父

母
の
協
力
能
力
及
び
準
備
の
欠
如
」（
二
四
七
件
）、「
紛
争
を
孕
ん
だ
父
母
の
相
互
関
係
（Interaktion

）」（
一
〇
七
件
）、「
子
に
対
す
る
関

心
の
欠
如
」（
八
三
件
）、「
暴
力
の
存
在
」（
六
三
件
）
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た（

（7
（

。

反
対
に
、
裁
判
官
が
共
同
配
慮
を
阻
止
す
る
理
由
に
値
し
な
い
と
回
答
し
た
の
は
、「
父
母
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
及
び
準

備
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
」（
一
九
件
）、「
養
育
費
の
不
払
い
」（
一
五
件
）、「
交
流
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
」（
一
四
件
）、「
共
同
決

定
の
際
に
、
申
立
人
を
排
除
し
た
い
」（
一
四
件
）
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た（

（7
（

。

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
父
母
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
及
び
準
備
の
欠
如
ま
た
は
制
限
」
が
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
と

し
て
も
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
に
値
し
な
い
理
由
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
調
査
報
告
書
は
、

個
々
の
裁
判
官
が
同
一
の
理
由
に
対
し
て
異
な
る
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
個
別
の
具
体
的
事
件
に
お
け

る
父
母
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
協
力
の
程
度
の
違
い
に
よ
り
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
と
し
て
い
る（

（7
（

。

（
ｃ
）
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
存
在
し
な
い
事
件
の
通
常
の
手
続
に
よ
る
裁
判

裁
判
所
が
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
を
認
識
で
き
な
い
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
討
論
期
日
の
な
い
書
面
審
査
だ
け
の
簡
易
な
手
続

に
し
た
が
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
裁
判
例
の
中
に
は
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し

う
る
理
由
が
な
い
事
件
、
つ
ま
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
書
面
に
よ
る
手
続
に
よ
り
審
査
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
も
、

討
論
期
日
を
伴
う
通
常
の
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
四
項
）
に
よ
り
裁
判
す
る
も
の
が
あ
る
。



一
九

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

量
的
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
非
婚
の
父
母
へ
の
共
同
配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
事
件
の
う
ち
、
二
四
・
五
％
（
西
ド
イ
ツ
諸
州
：

二
五
・
七
％
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
：
一
九
・
五
％
）
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
の
書
面
に
よ
る
簡
易
な
手
続
の
た
め
の
要
件
が

存
在
す
る
と
裁
判
官
が
判
断
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
討
論
期
日
が
実
施
さ
れ
て
い
た（

（7
（

。
こ
の
割
合
は
、
裁
判
官
に
対
す
る
質
的
調
査
の

結
果
に
も
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
四
五
一
人
の
裁
判
官
の
う
ち
一
一
九
人
（
二
六
・
四
％
）
は
、
討
論
期
日
を
伴
わ
な
い
書
面
に
よ
る
手

続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）
に
お
い
て
審
査
す
る
条
件
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
討
論
期
日
を
設
定
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（7
（

。

こ
の
よ
う
に
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
を
無
視
し
て
期
日
を
設
定
す
る
理
由
と
し
て
、
多
く
の
裁
判
官
が
挙
げ
た
の
は
、「
基
本
的
に

期
日
を
実
施
し
て
い
る
」（
五
八
件
）、「（
例
え
ば
、
助
言
を
通
じ
て
）
父
母
間
の
合
意
を
確
立
し
、
父
母
に
共
同
配
慮
に
向
け
て
の
準
備
を

さ
せ
る
」（
三
〇
件
）
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た（

（8
（

。

前
述
の
よ
う
に
、
立
法
時
に
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
を
「M

uss

規
定
」
か
ら
「Soll

規
定
」
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共

同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
存
在
し
な
い
場
合
に
、
討
論
期
日
を
伴
う
通
常
の
手
続
を
選
択
す
る
裁
量
が
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
た
。
立

法
者
は
こ
の
よ
う
な
事
例
を
特
別
な
例
外
的
場
面
と
し
て
想
定
し
て
い
た
が
、
実
際
の
事
件
の
約
四
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
裁
判

官
が
挙
げ
た
理
由
は
立
法
時
に
想
定
さ
れ
た
場
面
と
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
実
務
に
お
い
て
、
手
続
決
定
の
裁
量
が
相
当

広
範
に
行
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る（

（8
（

。

（
4
）
母
の
た
め
の
猶
予
期
間
の
妥
当
性

父
が
共
同
配
慮
の
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
母
に
対
し
て
子
の
出
生
後
少
な
く
と
も
六
週
間
の
猶
予
期
間
が
用
意
さ
れ
て
い
る
（
Ｆ

ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
二
項
二
文
）。
こ
の
よ
う
な
猶
予
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
裁
判
官
に
よ
る
回
答
の
う
ち
、「
適



二
〇

切
で
あ
る
」
は
二
三
〇
件
（
五
一
・
〇
％
）、「
短
す
ぎ
る
」
は
六
七
件
（
一
四
・
九
％
）、「
長
す
ぎ
る
」
は
一
二
件
（
二
・
七
％
）
で
あ
っ
た（

（8
（

。

「
短
す
ぎ
る
」
と
評
価
す
る
理
由
と
し
て
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、「
出
産
後
の
期
間
と
し
て
は
短
す
ぎ
る
」（
四
一
件
）
で
あ
り
、

望
ま
し
い
期
間
と
し
て
「
八
週
間
か
ら
一
〇
週
間
」（
八
件
）、「
一
二
週
間
」（
七
件
）
が
挙
げ
ら
れ
た（

（8
（

。「
長
す
ぎ
る
」
と
考
え
る
理
由
と

し
て
は
、「
父
が
長
期
に
わ
た
り
配
慮
権
の
問
題
か
ら
排
除
さ
れ
る
」（
四
件
）、「
迅
速
化
の
原
則
（Beschleunigungsgrundsatz

）
と
矛

盾
し
て
い
る
」（
二
件
）
が
挙
げ
ら
れ
た（

（8
（

。

（
5
）
二
〇
一
三
年
改
正
法
に
対
す
る
評
価
と
再
改
正
の
必
要

二
〇
一
三
年
改
正
法
に
対
す
る
裁
判
官
の
評
価
に
つ
い
て
も
質
的
調
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
の
改
正
に
つ
い
て（

（8
（

、
一
五
六
人
（
三
四
・
六
％
）
の
裁
判
官
は
「
成
功
で
あ
っ
た
」
と
考

え
、
六
三
人
（
一
四
・
〇
％
）
は
「
不
成
功
で
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
を
消
極
的
に
評
価
す
る
理
由
と
し
て
は
、

「
法
的
父
子
関
係
の
創
設
に
よ
る
共
同
配
慮
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
」（
三
〇
件
）、「
積
極
的
子
の
福
祉
審
査
こ
そ
が
要
求
さ
れ
る
」（
一
七
件
）

が
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
の
手
続
に
つ
い
て（

（8
（

、「
成
功
し
た
」
と
い
う
回
答
は
八
八
人
（
一
九
・
五
％
）
に
減
少
し
、

「
不
成
功
で
あ
っ
た
」
が
一
七
五
人
（
三
八
・
八
％
）
ま
で
増
加
す
る
。
消
極
的
に
評
価
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、「
書
面
に
よ

る
手
続
で
は
な
く
、
父
母
の
本
人
審
問
が
必
要
で
あ
る
」（
一
一
〇
件
）、「
し
ば
し
ば
理
由
が
提
出
さ
れ
、
紛
争
的
な
配
慮
法
手
続
に
移
行

す
る
─
そ
も
そ
も
合
意
す
る
父
母
は
通
常
は
少
年
局
に
行
く
の
で
あ
る
」（
九
一
件
）、「
実
務
上
の
重
要
性
が
全
く
あ
る
い
は
わ
ず
か
し

か
な
い
」（
六
七
件
）、「
手
続
が
長
期
化
し
、
費
用
が
増
加
す
る
」（
四
三
件
）、「
少
年
局
及
び
手
続
保
佐
人
の
参
加
が
な
い
こ
と
」（
三
八



二
一

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

件
）
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
裁
判
官
に
対
し
て
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
新
制
度
に
つ
い
て
、
立
法
者
に
よ
る
変
更
ま
た
は
明
確
化
の

必
要
性
に
関
す
る
質
的
調
査
が
行
わ
れ
た
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
の
制
度
に
つ
い
て（

（8
（

、
裁
判
官
の
二
三
・
五
％
は
「
変
更
の
必
要
が
あ
る
」
と
回
答
し
、「
変
更
の
必
要
は
な
い
」

と
回
答
し
た
の
は
二
二
・
六
％
で
あ
っ
た
。
変
更
が
必
要
な
理
由
と
し
て
は
、「
法
的
父
子
関
係
の
創
設
に
よ
る
共
同
配
慮
が
要
求
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
」（
七
一
件
）、「
積
極
的
子
の
福
祉
審
査
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（
二
〇
件
）、「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
二
文
の

法
律
上
の
推
定
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（
一
七
件
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
の
変
更
の
必
要
性
に
つ
い
て（

（8
（

、
裁
判
官
の
二
九
・
三
％
は
「
変
更
の
必
要
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
。
主
な
理

由
は
、「
書
面
に
よ
る
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）
を
廃
止
し
、
常
に
父
母
の
本
人
審
問
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」（
四
三
件
）、「
少

年
局
の
参
加
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
六
二
条
）
及
び
手
続
補
佐
人
の
参
加
を
─
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
っ
て
─
認
め
る
べ
き
で
あ
る
」（
三
一
件
）
で

あ
っ
た
。4　

小　
　
　

括

本
調
査
報
告
書
は
、
い
ず
れ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
、
ド
イ
ツ
全
体
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
傾
向
を
示
す
も
の

と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
指
摘
す
る
。
本
調
査
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
傾
向
か
ら
は
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
が
実
務
上
い
く
つ
も
の
弱

点
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

第
一
に
、
手
続
の
対
象
と
な
る
子
の
大
多
数
（
約
八
九
％
）
が
一
歳
以
上
で
あ
り
、
討
論
期
日
を
伴
う
通
常
手
続
に
よ
る
事
件
の
審
理



二
二

期
間
の
多
く
（
約
八
〇
％
）
が
六
か
月
以
内
に
終
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
産
直
後
に
母
が
手
続
に
関
与
す
る
こ
と
が
多
く
な
い
こ
と

が
推
論
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
母
の
た
め
の
猶
予
期
間
（
子
の
出
生
後
六
週
間
以
上
）
を
導
入
す
る
根
拠
と
さ
れ
た
、
出
産
後
の
母
が
裁

判
手
続
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
立
法
者
の
想
定
は
、
実
務
上
の
根
拠
が
な
い
も
の
と
い
え
る（

（8
（

。

第
二
に
、
審
査
基
準
と
し
て
の
「
消
極
的
子
の
福
祉
審
査
」
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
概
ね
実
務
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
調
査
に
回
答
し
た
裁
判
官
の
大
多
数
（
約
六
四
％
）
は
こ
の
よ
う
な
審
査
基
準
を
「
適
切
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
一
方
で
、
約

一
九
％
の
裁
判
官
は
「
適
切
で
な
い
」
と
回
答
し
た
。
も
っ
と
も
、
積
極
的
な
評
価
を
し
た
裁
判
官
の
回
答
に
は
、
消
極
的
子
の
福
祉
審

査
と
積
極
的
子
の
福
祉
審
査
の
区
別
が
実
務
上
は
重
要
で
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
述
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所

二
〇
一
六
年
六
月
一
五
日
決
定
に
よ
り
、
現
在
で
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
一
項
の
「
積
極
的
子
の
福
祉
審
査
」
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
き

た
諸
原
則
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
一
文
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
た
め
、「
消
極
的
子
の
福
祉
審
査
」
の
独
自
の
意
義
は
ま
す
ま

す
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
、
消
極
的
評
価
を
し
た
裁
判
官
の
理
由
か
ら
は
、
裁
判
所
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲
制
度
に
お
い
て
「
積
極
的
子
の
福
祉
審
査
」

の
導
入
を
主
張
す
る
立
場
と
、
そ
も
そ
も
父
子
関
係
の
確
立
に
よ
り
法
律
上
当
然
に
共
同
配
慮
を
創
設
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
立
場
と
い

う
、
異
な
る
指
向
性
を
持
つ
立
場
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

第
三
は
、
裁
判
手
続
の
選
択
に
つ
い
て
裁
判
官
の
裁
量
的
決
定
が
立
法
者
の
想
定
以
上
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
改
正
法
の
立
法
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
書
面
に
よ
る
簡
易
な
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）
と
審
問
期
日
を
伴
う
通

常
の
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
四
項
）
の
選
択
は
、
原
則
と
し
て
「
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
」
の
存
否
に
し
た
が
っ
て
決
定

さ
れ
、
言
語
能
力
の
問
題
な
ど
「
特
別
な
例
外
的
ケ
ー
ス
」
に
つ
い
て
の
み
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
存
在
し
な
い
場
合
に
、



二
三

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

通
常
の
手
続
で
裁
判
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た（

（9
（

。
し
か
し
、
実
際
の
事
件
の
四
分
の
一
に
つ
い
て
、
本
来
的
に
簡
易
な
手
続
に
よ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
も
、
通
常
の
手
続
で
裁
判
が
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
理
由
は
立
法
時
に
想
定
さ
れ
た
場

面
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
裁
判
官
は
、
期
日
に
お
い
て
父
母
の
本
人
審
問
や
少

年
局
の
手
続
的
関
与
が
必
要
と
考
え
る
場
合
に
は
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
通
常
の
手
続
に
よ
っ
て

裁
判
を
す
る
傾
向
に
あ
る
と
。
こ
れ
は
、
実
務
運
用
に
お
け
る
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
の
実
質
的
無
効
化
を
意
味
し
て
い
る
。

第
四
に
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
は
、
裁
判
官
の
視
点
か
ら
し
て
も
、
法
政
策
的
課
題
を
孕
ん
で
い
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
に
つ
い

て
は
、
裁
判
官
の
一
四
％
が
「
不
成
功
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
、
二
三
・
五
％
が
「
変
更
の
必
要
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
。
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ

一
五
五
ａ
条
の
手
続
に
つ
い
て
は
、「
不
成
功
で
あ
っ
た
」
が
三
八
・
八
％
、「
変
更
の
必
要
が
あ
る
」
が
二
九
・
三
％
に
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
す

る
。
特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
簡
易
な
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
二
文
の
法
律
上
の
推

定
、
消
極
的
子
の
福
祉
審
査
で
あ
り
、
立
法
時
の
批
判
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
立
法
論
と
し
て
、
父
子
関
係

の
創
設
に
よ
る
共
同
配
慮
へ
の
転
換
を
求
め
る
意
見
も
根
強
い
。
も
っ
と
も
、
本
報
告
書
は
、
こ
の
よ
う
な
意
見
が
存
在
す
る
こ
と
を
認

め
る
一
方
で
、「
新
し
い
規
整
が
実
務
に
お
い
て
運
用
可
能
」
な
こ
と
を
強
調
し
、「
そ
れ
ゆ
え
、
報
告
書
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
差

し
当
た
っ
て
、
立
法
者
に
よ
る
直
接
的
な
行
動
の
必
要
は
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た（

（9
（

。

Ⅲ 

裁
判
実
務
の
動
向

二
〇
一
三
年
改
正
法
の
施
行
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
及
び
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
に
基
づ
く
裁
判
所
に
よ



二
四

る
共
同
配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
多
く
の
裁
判
例
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
一
連
の
裁
判
例
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
連
邦
通
常
裁

判
所
二
〇
一
六
年
六
月
一
五
日
決
定
（
以
下
「
二
〇
一
六
年
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定
」
と
い
う
。）（

（9
（

で
あ
る
。
同
決
定
は
、
新
設
さ
れ
た
裁
判
所
に
よ
る

共
同
配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
は
じ
め
て
の
連
邦
通
常
裁
判
所
決
定
で
あ
る（

（9
（

以
上
に
、
判
断
基
準
と
し
て
の
「
消
極
的
子
の
福
祉
」（
Ｂ
Ｇ

Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
一
文
）
の
意
義
に
関
す
る
重
要
判
例
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
二
〇
一
六
年
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定
や
そ
の
他
の
裁
判
例
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
裁
判
所
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲
制
度
が
実
務
上

ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

1　

共
同
配
慮
と
い
う
「
理
念
」
の
意
義
：「
原
則
─
例
外
関
係
」
の
否
定

裁
判
所
は
、
移
譲
が
「
子
の
福
祉
に
反
し
な
い
」
場
合
に
、
父
母
に
共
同
配
慮
を
移
譲
す
る
こ
と
に
な
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項

一
文
）。
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
立
法
者
が
、
二
〇
一
〇
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
の
経
過
規
整
や
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
に
お
け
る
「
積

極
的
子
の
福
祉
審
査
」（

（9
（

で
は
な
く
、「
消
極
的
子
の
福
祉
」
を
判
断
基
準
に
定
め
た
背
景
に
は
、「
共
同
の
親
の
配
慮
を
阻
止
し
う
る
理
由

が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
父
母
双
方
が
親
の
配
慮
を
共
同
し
て
引
き
受
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
改
正
法
の
理
念
が

あ
っ
た（

（9
（

。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
二
文
の
法
律
上
の
推
定
お
よ
び
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
の
簡
易
な
手
続
に
よ
る

審
理
が
、
こ
の
よ
う
な
理
念
を
側
面
か
ら
支
え
て
い
た
。

こ
の
改
正
法
の
立
場
を
前
提
と
し
て
、
一
部
の
上
級
地
方
裁
判
所
の
裁
判
例（

（9
（

に
は
、
単
独
配
慮
と
共
同
配
慮
の
関
係
に
つ
い
て
、
母
の

単
独
配
慮
に
対
し
て
父
母
の
共
同
配
慮
が
優
先
す
る
「
原
則
─
例
外
関
係
（Regel-A

usnahm
e-V

erhältnis

）」（
（9
（

と
捉
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
同
様
に
「
原
則
─
例
外
関
係
」
を
前
提
と
し
て
、
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
状
況
に
つ
い
て
、
よ
り
高
い
証
明
の
程
度
を
要
求
す



二
五

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

る
裁
判
例（

（9
（

も
あ
っ
た
。

二
〇
一
六
年
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定
は
、
こ
れ
ら
の
上
級
地
方
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て
、「
法
律
の
中
に
根
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
判
示
し（

（9
（

、
共
同
配
慮
の
単
独
配
慮
に
対
す
る
優
位
性
を
明
確
に
否
定
し
た（

（10
（

。
学
説
に
お
い
て
も
、
理
念
に
よ
る
公
式
化
は
、
規
範
的
性

質
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
政
策
的
性
質
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
と
理
解
さ
れ
る（

（10
（

。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
公
式
化
は
、
わ
ず
か
に
立

法
理
由
の
中
で
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
、
条
文
の
中
に
こ
れ
に
関
す
る
十
分
な
表
現
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も
、「
原
則
─
例
外

関
係
」
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
る（

（10
（

。

2　

判
断
基
準
と
し
て
の
「
消
極
的
子
の
福
祉
」

二
〇
一
六
年
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
一
文
に
お
け
る
「
消
極
的
子
の
福
祉
審
査
」
の
際
に
も
、「
子
の
福
祉
」

が
判
断
の
た
め
の
優
先
的
基
準
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る（

（10
（

。
さ
ら
に
、
共
同
配
慮
の
申
立
て
を
却
下
す
る
た
め
の
基
準
は
、
父
母
の
別
居

時
の
配
慮
権
の
移
譲
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
一
項
二
文
二
号
の
基
準
（「
積
極
的
子
の
福
祉
」）
と
一
致
し
て
お
り
、
両
ケ
ー
ス
に
お

い
て
は
、
父
母
の
一
方
の
単
独
配
慮
が
子
の
福
祉
に
よ
り
よ
く
適
う
場
合
に
限
り
、
共
同
配
慮
を
認
め
な
い
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

旨
が
説
示
さ
れ
る（

（10
（

。
そ
の
上
で
、
二
〇
一
六
年
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
一
項
二
文
二
号
に
よ
る
共
同
配
慮
の
廃
止
の
た
め

に
展
開
さ
れ
て
き
た
諸
原
則
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
一
文
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
と
判
示
し
た（

（10
（

。

従
前
の
上
級
地
方
裁
判
所
の
公
表
裁
判
例
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
と
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
の
関
係
に
つ
い
て
の
評
価
が
分
か
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
の
適
用
の
際
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
一
項
二
文
二
号
の
審
査
基
準
を
用
い
る
こ
と

を
承
認
す
る
裁
判
例（

（10
（

が
あ
る
一
方
で
、
こ
れ
を
否
定
す
る
裁
判
例（

（10
（

も
あ
っ
た
。
二
〇
一
六
年
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｂ
Ｇ
Ｂ



二
六

一
六
二
六
ａ
条
と
一
六
七
一
条
を
め
ぐ
る
下
級
裁
判
例
の
論
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
で
あ
る（

（10
（

。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
の
審
査
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
一
項
二
文
二
号
と
同
様
に
、
父
母
の
一
方
の
単
独
配
慮
が
子

の
福
祉
に
よ
り
よ
く
合
致
す
る
場
合
に
限
り
、
共
同
配
慮
の
申
立
て
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（10
（

。
仮
に
共
同
配
慮
に
有
利
に
作
用
す
る

理
由
が
証
明
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
共
同
配
慮
に
不
利
に
作
用
す
る
理
由
が
証
明
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
共
同
配
慮
の
申
立
て
が

認
容
さ
れ
る（

（11
（

。

3　

具
体
的
判
断
要
素

裁
判
所
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
）
の
審
査
の
際
に
は
、
父
母
の
別
居
時
の
配
慮
権
の
移
譲
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
七
一
条
一
項
）
の
審
査
と
同
様
に
、
共
同
配
慮
に
有
利
及
び
不
利
に
作
用
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
情
が
、
個
別
の
事
件
に
関
す
る
広
範
な

考
察
の
枠
内
で
、
相
互
に
比
較
検
討
さ
れ
る（

（11
（

。
も
ち
ろ
ん
、
両
規
定
の
間
に
は
、
共
同
配
慮
の
創
設
と
廃
止
と
い
う
適
用
場
面
の
相
違
が

存
在
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
一
項
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
諸
基
準（

（11
（

を
、
一
般
的
か
つ
無
批
判
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二

項
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い（

（11
（

。
と
り
わ
け
、
裁
判
所
に
よ
る
非
婚
の
父
母
へ
の
共
同
配
慮
の
移
譲
に
関
す
る
簡
易
な
手

続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
）
に
お
い
て
、
職
権
探
知
主
義
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
訴
訟
形
態
の
相
違
は
、
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
必

要
が
あ
る（

（11
（

。

こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
具
体
的
な
判
断
要
素
と
さ
れ
て
い
る（

（11
（

。

（
1
）
父
母
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
協
力



二
七

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

父
母
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
協
力
の
準
備
や
能
力
が
あ
る
か
否
か
は
、
子
の
福
祉
適
合
性
を
検
討
す
る
際
に
中
心
的
な
視
点

に
な
る（

（11
（

。
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
立
法
者
も
、
父
母
の
共
同
配
慮
の
行
使
に
つ
い
て
、
父
母
間
に
「
十
分
な
社
会
的
関
係
（tragfähige 

soziale Beziehung

）」
及
び
「
最
小
限
度
の
合
意
（M

indestm
aß an Ü

bereinstim
m

ung

）」
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た（

（11
（

。
そ
し
て
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
父
母
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
協
力
の
能
力
や
準
備
の
程
度
も
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
七
一
条
に
お
け
る
そ
れ
と
一
致
す
る
と
さ
れ
る（

（11
（

。

共
同
配
慮
に
対
す
る
父
母
の
一
方
の
拒
絶
的
態
度
そ
れ
自
体
は
、
共
同
配
慮
に
不
利
に
作
用
す
る
も
の
で
は
な
い（

（11
（

。
ま
た
、
子
に
関
す

る
父
母
間
の
意
見
が
単
に
相
違
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
共
同
配
慮
を
認
め
な
い
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
子
に
と
っ
て
最
も

よ
い
解
決
策
が
父
母
間
の
論
争
か
ら
生
じ
る
こ
と
は
、
正
常
な
状
態
で
あ
り（

（12
（

、
そ
こ
で
は
、
む
し
ろ
単
独
で
判
断
す
る
よ
り
も
慎
重
な
検

討
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る（

（12
（

。
父
母
間
に
協
力
の
準
備
が
な
い
場
合
に
は
、
専
門
知
識
に
基
づ
く
援
助
（
例
え
ば
、
少
年
局
に
よ
る
助
言
（
社

会
法
典
第
八
編
一
八
条
二
項
参
照
））
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
り（

（12
（

、
第
三
者
の
援
助
に
よ
っ
て
、
紛
争
が
解
消
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に

は
、
紛
争
は
子
の
福
祉
に
反
し
な
い
も
の
と
評
価
さ
れ
る（

（12
（

。
紛
争
及
び
協
力
可
能
性
の
欠
如
に
つ
い
て
、
父
母
い
ず
れ
に
主
た
る
責
任
が

あ
る
か
は
、
些
細
な
こ
と
で
あ
り
、
問
題
に
な
ら
な
い（

（12
（

。

父
母
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
共
同
配
慮
を
阻
止
し
う
る
の
は
、
そ
れ
が
共
同
決
定
を
行
う
こ
と
を
不
可
能
に
し
、
子
に

著
し
い
負
担
を
か
け
る
ほ
ど
に
深
刻
で
あ
り
か
つ
継
続
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
で
あ
る（

（12
（

。
子
の
負
担
は
、
現
実
に
存
在
し
て
い
な
く
と

も
、
こ
の
よ
う
な
負
担
に
至
る
と
い
う
正
当
な
懸
念
が
存
在
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（12
（

。



二
八

（
2
）
配
慮
権
者
と
し
て
の
適
格
性
及
び
能
力

父
母
の
一
方
に
配
慮
権
者
と
し
て
の
適
格
性
が
な
い
こ
と
も
、
共
同
配
慮
が
子
の
福
祉
に
反
す
る
論
拠
と
な
る（

（12
（

。
具
体
的
に
は
、
父
が

子
に
対
す
る
扶
養
義
務
や
交
流
義
務
を
果
た
し
て
い
な
い
場
合（

（12
（

、
父
が
子
及
び
子
の
母
の
利
益
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身
の
利

益
や
権
利
の
み
を
追
求
し
て
い
る
場
合（

（12
（

な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

（
3
）
子
の
意
思

子
の
意
思
も
ま
た
、
子
の
福
祉
の
審
査
の
際
に
考
慮
さ
れ
る（

（13
（

。
父
母
の
一
方
に
対
す
る
拒
絶
的
な
子
の
振
舞
い
を
重
視
す
る
際
に
は
、

客
観
的
に
確
認
で
き
る
行
動
に
照
準
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
子
の
感
情
、
子
の
発
言
、
子
の
発
言
に
対
す
る
父
母
の
態
度
な
ど
も
考

慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る（

（13
（

。
子
の
意
思
が
特
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
は
、
子
が
父
と
長
期
に
わ
た
り
共
同
生
活
を
営
ん
で
お
り
、

父
母
が
共
同
配
慮
権
者
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
た
め
、
子
の
意
向
が
現
実
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
る（

（13
（

。

上
級
地
方
裁
判
所
の
裁
判
例
に
は
一
四
歳
未
満
の
子
の
本
人
審
問
を
不
要
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が（

（13
（

、
二
〇
一
三
年
Ｂ
Ｇ
Ｈ
決
定
は
、

子
の
嗜
好
（N

eigungen

）、
結
び
つ
き
（Bindungen

）
ま
た
は
意
思
が
判
断
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
場
合
に
は
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
九
条
二

項
参
照
）、
一
四
歳
未
満
の
子
の
審
問
は
必
要
的
で
あ
る
と
判
示
し
た（

（13
（

。
子
の
本
人
審
問
は
、
書
面
に
よ
る
手
続
（
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条

三
項
）
に
お
い
て
も
制
限
さ
れ
ず
、
裁
判
所
が
子
の
本
人
審
問
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
重
大
な
手
続
違
反
に
な
る
と
さ
れ
る（

（13
（

。

（
4
）
そ
の
他
の
事
情

父
子
間
に
結
び
つ
き
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
父
が
子
に
対
す
る
関
心
を
示
さ
な
い
こ
と
、
父
母
間
の
暴
力
・
侮
辱
、
父
の
子
に
対
す
る



二
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虐
待
、
子
の
重
大
な
忠
誠
葛
藤
（Loyalitätskonflikte

）
の
誘
発
、
父
母
の
中
毒
問
題
（
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
）、
父
母
の
精
神
的
問
題
な
ど

の
要
素
も
、
そ
れ
が
共
同
配
慮
を
行
使
す
る
父
母
の
能
力
を
具
体
的
に
損
な
う
限
り
で
、
共
同
配
慮
に
不
利
に
作
用
す
る
場
合
が
あ
る（

（13
（

。

こ
の
他
に
、
促
進
の
原
則
お
よ
び
継
続
性
の
原
則
（die Prinzipien der Förderung und der K

ontinuität

）
も
子
の
福
祉
に
と
っ
て
重
要

な
視
点
に
な
る（

（13
（

。結
び
に
か
え
て

本
稿
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
を
評
価
す
る
な
ら
ば
、
立
法
時
に
懸
念
さ
れ
た
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
い
く

つ
か
の
難
点
に
つ
い
て
、
裁
判
実
務
は
う
ま
く
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
裁
判
官
は
、
自
ら
に
認
め

ら
れ
た
裁
量
を
幅
広
く
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
権
探
知
主
義
の
制
限
さ
れ
た
簡
易
な
手
続
を
回
避
し
、
討
論
期
日
を
伴
う
通
常
の

手
続
に
お
い
て
裁
判
す
る
こ
と
を
選
択
し（

（13
（

、
他
方
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
決
定
は
、「
裁
判
官
に
よ
る
法
の
継
続
的
形
成
（richterliche 

Rechtsfortbildung

）」（
（13
（

に
よ
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
に
よ
る
消
極
的
子
の
福
祉
基
準
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
に
よ
る
積
極
的
子
の
福

祉
審
査
に
読
み
替
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
省
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
解
釈
論
的
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
根
本
的
な
立
法
的
解
決
を
求
め
る
声
が
裁
判
官

の
間
に
も
一
定
数
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
連
邦
政
府
は
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
に
つ
い
て
再
改
正
は
必
要
な
い
と
い
う

立
場
を
崩
し
て
い
な
い（

（14
（

。
し
か
し
、
近
時
、
別
居
・
離
婚
後
の
配
慮
法
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
の
高
ま
り
の
中
で
、
婚
外
子
の
配
慮

法
制
に
つ
い
て
も
二
つ
の
注
目
さ
れ
る
提
言
が
出
さ
れ
て
い
る
。



三
〇

一
つ
は
、
二
〇
一
八
年
九
月
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
開
催
さ
れ
た
第
七
二
回
ド
イ
ツ
法
曹
大
会
（72. D

eutschen Juristentag

）

─
テ
ー

マ
：「
別
居
・
離
婚
後
の
共
同
親
責
任

─
配
慮
法
、
交
流
法
及
び
扶
養
法
に
お
い
て
改
正
は
必
要
か
？
（Gem

einsam
 getragene 

Elternverantw
ortung nach T

rennung und Scheidung
－

Reform
bedarf im

 Sorge-, U
m

gangs- und U
nterhaltsrecht?

）」

─
に
お

け
る
大
会
決
議（

（14
（

で
あ
り
、
非
婚
の
父
母
の
共
同
配
慮
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
決
議
を
行
っ
た
。

「
二
．（
互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
父
母
の
配
慮
権
）

互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
父
母
に
つ
い
て
、
共
同
配
慮
の
創
設
は
、
子
の
た
め
に
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：

a）　

共
同
の
親
の
配
慮
は
、
法
的
父
子
関
係
の
確
立
に
よ
っ
て
、
法
律
上
創
設
さ
れ
る
。（
採
決
：
賛
成
三
二
、
反
対
一
四
、
保
留
三
）

b）�　

共
同
の
親
の
配
慮
は
、
父
母
が
父
性
の
承
認
時
に
同
じ
世
帯
で
生
活
し
て
い
る
場
合
に
、
法
律
上
創
設
さ
れ
る
。（
採
決
：
賛
成

二
九
、
反
対
一
一
、
保
留
九
）

c）�　

互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
父
母
に
対
し
て
、
部
分
的
な
配
慮
表
明
の
可
能
性
が
開
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
採
決
：
賛
成

三
九
、
反
対
三
、
保
留
七
）」。

い
ま
一
つ
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
省
の
公
表
し
た
「
配
慮
法
及
び
交
流
法
の
改
正
の
た
め
の
作
業
部
会

綱
要
（T
hesenpapier der A

rbeitsgruppe zur Reform
 des Sorge- und U

m
gangsrechts

）」（
（14
（

で
あ
る
。
同
要
綱
の
第
一
三
で
は
、「
法
的

親
子
関
係
の
確
立
に
よ
り
、
親
の
配
慮
は
、
父
母
に
共
同
し
て
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。
基
本
法
六
条
二
項
に
よ
る
親
の
責
任
の
一
部
と

し
て
の
親
の
配
慮
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
父
母
が
子
の
出
生
時
に
互
い
に
婚
姻
し
て
い
た
か
否
か
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も



三
一

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

の
と
す
る
。」
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
提
言
も
法
的
父
子
関
係
に
よ
る
共
同
配
慮
へ
の
転
換
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
提
言
が
単
な
る
細
波
に
と
ど
ま
る
の

か
、
そ
れ
と
も
ド
イ
ツ
法
に
新
た
な
波
紋
を
投
ず
る
の
か
、
今
後
の
推
移
が
注
目
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
論
争
の
火
種
は
依
然
と
し

て
燻
り
続
け
て
い
る
。

（
1
）
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
婚
外
子
の
親
権
／
配
慮
法
の
軌
跡
を
縷
述
す
る
余
裕
は
な
い
。
一
九
〇
〇
年
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
成
立
か
ら
一
九

六
九
年
非
嫡
出
子
法
ま
で
の
非
嫡
出
子
の
母
及
び
父
の
親
権
法
史
に
つ
い
て
は
、
田
村
五
郎
『
非
嫡
出
子
に
対
す
る
親
権
の
研
究
』（
中
央
大
学

出
版
部
、
一
九
八
一
年
）
を
、
一
九
六
九
年
非
嫡
出
子
法
以
降
の
婚
外
子
に
対
す
る
共
同
配
慮
法
制
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
阿
部
純
一
「
ド
イ
ツ

婚
外
子
共
同
配
慮
法
の
形
成
過
程
（
一
）〜（
三
）」
鹿
児
島
大
学
法
学
論
集
五
一
巻
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
頁
、
五
二
巻
一
号
（
二
〇
一
七
年
）

三
頁
、
五
三
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
七
頁
、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
婚
外
子
共
同
配
慮
法
制
を
め
ぐ
る
近
時
の
議
論
─
一
九
九
七
年
親
子
法

改
正
後
の
動
向
を
中
心
と
し
て
─
」
比
較
法
雑
誌
四
六
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
八
七
頁
を
参
照
。

（
2
）K

. Lack, Ein Jahr Gesetz zur Reform
 der elterlichen Sorge nicht m

iteinander verheirateter Eltern, Fam
RZ 2014, S.1337.

（
3
）
阿
部
純
一
「
ド
イ
ツ
の
新
し
い
婚
外
子
配
慮
法
─
二
〇
一
三
年
四
月
一
六
日
改
正
法
の
意
義
と
問
題
─
」
法
学
新
報
一
二
〇
巻
七
・
八
号
（
二

〇
一
四
年
）
二
三
七
頁
。
な
お
、「
理
想
的
な
道
（K

önigsw
eg

）」「
誤
っ
た
道
（H

olzw
eg

）」
は
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ケ
ス
タ
ー
（M

. Coester

）

の
表
現
形
式
で
あ
る
（M

. Coester, Sorgerecht nicht m
iteinander verheirateter Eltern, Fam

RZ 2012, S.1342.

）。

（
4
）E. Stam
pe, Gesetz und Richterm

acht, D
eutsche Juristen-Zeitung 1905, S.1017. 

邦
訳
に
つ
い
て
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
シ
ュ
タ
ン
ぺ
、

田
村
五
郎=

自
由
法
研
究
会
訳
「
法
律
と
裁
判
官
」
法
学
新
報
八
三
巻
四
・
五
・
六
号
（
一
九
七
七
年
）
九
三
頁
を
参
照
。

　
　
　

シ
ュ
タ
ン
ぺ
（E. Stam

pe

）
は
、
裁
判
官
に
よ
る
法
律
の
補
充
権
限
に
つ
い
て
は
無
制
限
で
認
め
る
一
方
で
、
法
律
の
修
正
権
限
が
認
め
ら

れ
る
場
面
を
、
全
体
の
利
益
が
修
正
を
無
条
件
で
必
要
と
し
て
い
る
場
面
に
限
定
す
る
。

（
5
）
本
稿
に
お
け
る
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
概
要
及
び
成
立
に
至
る
経
緯
に
関
す
る
説
明
は
、
阿
部
・
前
掲
注（
3
）
二
一
五
頁
、
同
「
ド
イ
ツ
に

お
け
る
婚
外
子
共
同
配
慮
法
の
展
開
」
家
族
〈
社
会
と
法
〉
三
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
〇
九
頁
に
基
づ
く
。



三
二

（
6
）Zaunegger v. Germ

any, N
o. 22028/04, Judgm

ent, 3 D
ecem

ber 2009.　

同
判
決
の
紹
介
と
し
て
、
西
谷
祐
子
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
児

童
虐
待
へ
の
対
応
と
親
権
制
度
（
一
）」
民
商
法
雑
誌
一
四
一
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
六
─
一
七
頁
、
ド
イ
ツ
家
族
法
研
究
会
「
親
と
し
て

の
配
慮
・
補
佐
・
後
見
（
一
）
─
ド
イ
ツ
家
族
法
注
解
─
」
民
商
法
雑
誌
一
四
二
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
一
九
─
一
二
一
頁
〔
稲
垣
朋
子
執

筆
〕
が
あ
る
。

（
7
）BV

erfGE 127, 132.　

同
決
定
の
紹
介
と
し
て
、
ド
イ
ツ
家
族
法
研
究
会
・
前
掲
注（
6
）
一
二
一
─
一
二
三
頁
〔
床
谷
文
雄
執
筆
〕
が
あ
る
。

（
8
）BT

-D
rucks. 17/11048, S.12.

（
9
）
正
式
な
名
称
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
七
日
の
家
事
事
件
及
び
非
訟
事
件
に
お
け
る
手
続
に
関
す
る
法
律
（Gesetz über das V

erfahren 
in Fam

iliensachen und in den A
ngelegenheiten der freiw

illigen Gerichtsbarkeit

（Fam
FG

）, BGBl.Ⅰ
S.2586, 2587.

）（
二
〇
〇

九
年
九
月
一
日
施
行
））
で
あ
る
。

（
10
）
配
慮
表
明
制
度
の
廃
止
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
改
正
草
案
は
、
配
慮
表
明
制
度
を
通
じ
て
、
婚
外
子
の
生
ま
れ
る
生
活
関
係
の
多

様
性
や
、
父
に
配
慮
を
引
き
受
け
る
意
思
が
常
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
状
況
を
顧
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
た
（BT

-D
rucks. 

17/11048, S.14.

）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
阿
部
・
前
掲
注（
3
）
二
二
一
頁
も
参
照
。

（
11
）
裁
判
所
に
よ
る
共
同
配
慮
の
移
譲
の
申
立
て
は
、
配
慮
表
明
を
前
提
と
し
て
い
な
い
た
め
、
共
同
配
慮
を
望
む
父
ま
た
は
母
は
、
配
慮
表
明
を

行
う
こ
と
な
く
、
直
接
、
裁
判
所
に
申
立
て
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
申
立
権
者
は
、
条
文
上
「
父
母
の
一
方
（Elternteil

）」

と
さ
れ
て
お
り
、
父
だ
け
で
は
な
く
母
も
ま
た
申
立
権
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
草
案
で
は
、
母
の
申
立
て
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、

共
同
配
慮
に
消
極
的
な
父
を
共
同
配
慮
に
引
き
込
む
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
そ
の
意
義
が
説
明
さ
れ
る
（BT

-D
rucks. 17/11048, S.16.

）。

（
12
）BT

-D
rucks. 17/12198, S.5., 8.

（
13
）BT

-D
rucks. 17/12198, S.8.

（
14
）S. H
eilm

ann, D
ie Reform

 des Sorgerechts nicht m
iteinander verheirateter Eltern 

─D
as Ende eines Irrw

egs?, N
JW

 2013, 
S.1476.

（
15
）M

. Coester, a.a.O
. 

（Fn.3

）, S.1341f.; W
. K

euter, V
ereinfachtes V

erfahren zur Ü
bertragung der gem

einsam
en elterlichen Sorge

─ein Frem
dkörper in K

indschaftssachen

─A
nm

erkungen zum
 Referentenentw

urf zur Reform
 des Sorgerechts nicht 

m
iteinander verheirateter Eltern

─, Fam
RZ 2012, S.826.



三
三

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

（
16
）K

inderrechtekom
m

ission des D
eutschen Fam

iliengerichtstages e.V
. und W

issenschaftliche V
ereinigung für Fam

ilienrecht 
e.V

., Stellungnahm
e zum

 Referentenentw
urf 

（RefE

） eines Gesetzes zur Reform
 des Sorgerechts vom

 28.3.2012, ZK
J 2012, 

S.264. ; S. W
illutzki, D

as Gesetz zur Reform
 der elterlichen Sorge nicht m

iteinander verheirateter Eltern

─D
as Ende 

einer -fast- unendlichen Geschichte, FPR 2013, S.238; Fink/Bitter, Eine unendliche Geschichte

─K
om

m
t endlich die 

verfassungsgem
äße Reform

 des Sorgerechts für nichteheliche K
inder?, ZK

J 2012, S.174.; W
. D

ürbeck, D
as Gesetz zur 

Reform
 der elterlichen Sorge nicht m

iteinander verheirateter Eltern aus Sicht der Praxis, ZK
J 2013, S.333.

（
17
）M

. Coester, a.a.O
. （Fn.3

）, S.1341.

（
18
）Lam

brecht/Bosse, Plädoyer für eine gem
einsam

e elterliche Sorge, ZRP 2013, S.10.

（
19
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
二
文
の
法
律
上
の
推
定
規
定
が
、
法
的
審
問
を
請
求
す
る
権
利
（
基
本
法
一
〇
三
条
一
項
）
と
の
関
係
で
、
慎
重

に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
（O

LG Brandenburg, Fam
RZ 2016, S.243.

）。

（
20
）H

uber/A
ntom

o, D
ie N

euregelung der elterlichen Sorge nicht m
iteinander verheirateter Eltern, Fam

RZ 2012, S.1264.

（
21
）Lam

brecht/Bosse, a.a.O
. （Fn.18

）, S.10.

（
22
）
連
邦
議
会
が
五
年
後
の
調
査
報
告
を
義
務
づ
け
た
理
由
と
し
て
、
非
婚
の
父
母
に
よ
る
共
同
配
慮
が
社
会
的
に
敏
感
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
立
法

時
に
そ
れ
を
め
ぐ
る
激
し
い
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
、
新
制
度
に
よ
り
新
し
い
領
域
（N

euland

）
を
切
り
開
く
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
子
の
福

祉
に
特
に
注
目
し
て
、
新
法
の
実
務
に
お
け
る
有
効
性
を
実
証
的
に
検
証
す
る
必
要
が
説
か
れ
て
い
た
（BT

-D
rucks. 17/11048, S.25.

）。

（
23
）
報
告
書
の
正
式
名
称
は
、「
互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
父
母
の
親
の
配
慮
の
改
正
の
た
め
の
法
律
の
評
価
の
た
め
の
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条

と
の
関
連
に
お
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
に
関
す
る
特
殊
調
査
の
分
析
（A

usw
ertung der Sondererhebung zu §

1626a BGB in 
V

erbindung m
it §

155a Fam
FG zur Evaluation des Gesetzes zur Reform

 der elterlichen Sorge nicht m
iteinander 

verheirateter Eltern

）」
で
あ
る
。

（
24
）BT

-D
rucks. 19/1450.

（
25
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.1., 9.

（
26
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.13., 15., 31., 42.　

調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
五
年
の
報
告
件
数
が
二
〇
一
六
年
と
比
べ
て
約
一
九
％
多
い

結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
偶
然
変
動
（Zufallsschw

ankung

）
に
起
因
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
一
定
の
傾
向
を
示
す
の
か
は
確



三
四

言
で
き
な
い
と
さ
れ
る
（BT

-D
rucks. 19/1450, S.15.

）。

（
27
）
バ
ー
デ
ン=

ビ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
（
二
〇
一
五
年
：
三
九
九
件
、
二
〇
一
六
年
：
三
〇
五
件
）、
バ
イ
エ
ル
ン
州
（
二
〇
一
五
年
：
四
一
六

件
、
二
〇
一
六
年
：
三
五
九
件
）、
ブ
レ
ー
メ
ン
（
二
〇
一
五
年
：
八
六
件
、
二
〇
一
六
年
：
一
〇
〇
件
）、
ヘ
ッ
セ
ン
州
（
二
〇
一
五
年
：
一
七

八
件
、
二
〇
一
六
年
：
一
三
五
件
）、
ハ
ン
ブ
ル
ク
（
二
〇
一
五
年
：
三
一
件
、
二
〇
一
六
年
：
二
八
件
）、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
（
二
〇
一
五

年
：
二
一
二
件
、
二
〇
一
六
年
：
二
三
六
件
）、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン=

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
（
二
〇
一
五
年
：
一
一
一
件
、
二
〇
一
六
年
：
一

〇
〇
件
）、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト=

プ
フ
ァ
ル
ツ
州
（
二
〇
一
五
年
：
二
〇
三
件
、
二
〇
一
六
年
：
九
三
件
）、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ=

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン
州
（
二
〇
一
五
年
：
八
七
件
、
二
〇
一
六
年
：
八
二
件
）、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
（
二
〇
一
五
年
：
四
六
件
、
二
〇
一
六
年
：
三
四
件
）
の
一
〇

州
で
あ
る
（BT

-D
rucks. 19/1450, S.15., 46.

）。

（
28
）
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
（
二
〇
一
五
年
：
一
六
九
件
、
二
〇
一
六
年
：
一
二
二
件
）、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク=

フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
（
二
〇
一

五
年
：
六
二
件
、
二
〇
一
六
年
：
四
一
件
）、
ザ
ク
セ
ン
州
（
二
〇
一
五
年
：
一
四
〇
件
、
二
〇
一
六
年
：
一
〇
九
件
）、
ザ
ク
セ
ン=

ア
ン
ハ
ル

ト
州
（
二
〇
一
五
年
：
二
一
一
件
、
二
〇
一
六
年
：
一
五
五
件
）
の
四
州
で
あ
る
（BT

-D
rucks. 19/1450, S.15., 46.

）。

（
29
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.13.

（
30
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.16., 42., 70f.

（
31
）
子
の
出
生
時
に
互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
父
母
の
約
九
〇
％
は
、
子
の
出
生
時
点
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
に
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る

（Soergel/H
ilbig-Lugani, BGB Bd.19/2, §

1626a Rd.34

（=S.108f.

））。

（
32
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.42f.

（
33
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.1., 11.

（
34
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.16., 71.

（
35
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.16., 43., 71.

（
36
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.17., 72.

（
37
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.17.

（
38
）
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
五
項
に
よ
れ
ば
、
配
慮
表
明
は
、
討
論
期
日
に
お
い
て
、
調
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
な

お
、
裁
判
所
内
で
は
「
配
慮
表
明
の
調
書
作
成
（Protokollierung von Sorgeerklärung

）」
と
い
う
呼
称
が
広
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
本
調



三
五

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

査
で
も
こ
の
表
現
に
よ
る
回
答
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（BT

-D
rucks. 19/1450, S.17.

）。

（
39
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.17., 73.

（
40
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.73.

（
41
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.17., 73f.

（
42
）
本
調
査
報
告
書
で
は
、
二
〇
一
〇
年
の
婚
外
子
出
生
率
に
つ
い
て
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
：
六
一
％
、
西
ド
イ
ツ
諸
州
：
二
七
％
、
ド
イ
ツ
全
土
：

三
三
％
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（BT

-D
rucks. 19/1450, S. 18.; Statistisches Bundesam

ten, Geburten in D
eutschland, 

2012, S.19.
）。
な
お
、
二
〇
一
七
年
の
婚
外
子
出
生
率
（
ベ
ル
リ
ン
を
除
く
）
は
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
：
五
九
％
、
西
ド
イ
ツ
諸
州
：
三
〇
％
、
ド

イ
ツ
全
土
：
三
四
％
で
あ
り
、
東
ド
イ
ツ
諸
州
に
お
け
る
割
合
は
、
依
然
と
し
て
西
ド
イ
ツ
諸
州
の
二
倍
近
く
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る

（Statistisches Bundesam
t, Statistisches Jahrbuch: D

eutschland und Internationales 2019, 2019, S.33.

）。

（
43
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.12., 18., 76ff.

（
44
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.18., 84.

（
45
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.84.

（
46
）
本
調
査
に
お
け
る
自
治
体
の
規
模
は
、
次
の
定
義
に
よ
る
（BT

-D
rucks. 19/1450, S.170.

）。
百
万
都
市
（M

illionenstadt

）：
人
口
一
〇
〇

万
人
以
上
、
大
都
市
（Großstadt

）：
人
口
一
〇
万
人
以
上
一
〇
〇
万
人
未
満
、
中
都
市
（M

ittelstadt

）：
人
口
二
万
人
以
上
一
〇
万
人
未
満
、

小
都
市
（K

leinstadt

）：
人
口
二
万
人
未
満
。

（
47
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.19., 45f.

（
48
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.19., 44.

（
49
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.13f., 91f.

（
50
）BT
-D

rucks. 19/1450, S.19., 95f.

（
51
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.19., 95., 100.

（
52
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.19.

（
53
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.19f., 95., 101.

（
54
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.20., 95., 102.



三
六

（
55
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.20., 104.

（
56
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.20., 105.

（
57
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.20., 95., 106.

（
58
）
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
、
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
及
び
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
六
か
所
の

上
級
地
方
裁
判
所
に
所
属
す
る
裁
判
官
か
ら
回
答
が
な
さ
れ
た
。

（
59
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.20., 107f.

（
60
）
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
：
二
一
件
、
ベ
ル
リ
ン
：
一
六
件
、
バ
ー
デ
ン=

ビ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
：
一
三
一
件
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
：
六
件
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
：
八
件
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク=

フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
：
五
件
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
：
一
三
二
件
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン=

ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ン
州
：
一
九
件
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト=

プ
フ
ァ
ル
ツ
州
：
三
二
件
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ=

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
：
三
三
件
、
ザ
ー
ル
ラ

ン
ト
州
：
二
五
件
、
ザ
ク
セ
ン
州
：
八
件
、
及
び
ザ
ク
セ
ン=

ア
ン
ハ
ル
ト
州
：
一
五
件
の
一
三
州
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
（BT

-D
rucks. 

19/1450, S.107.

）。

（
61
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.111.

（
62
）
上
級
地
方
裁
判
所
に
つ
い
て
量
的
調
査
の
結
果
が
分
析
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
、
回
答
数
の
少
な
さ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
63
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.22., 131.　

そ
の
他
に
、無
回
答
が
一
四
・
九
％
、中
立
的
回
答
（
い
ず
れ
に
も
分
類
で
き
な
い
）
が
二
・
〇
％
あ
っ
た
。

（
64
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.22., 132.　

適
切
で
あ
る
と
回
答
し
た
二
三
八
人
の
裁
判
官
か
ら
、
三
六
一
件
の
理
由
に
関
す
る
回
答
が
あ
っ
た
。

（
65
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.22., 134. 　

不
適
切
で
あ
る
と
回
答
し
た
八
七
人
の
裁
判
官
か
ら
、
一
二
九
件
の
理
由
に
関
す
る
回
答
が
あ
っ
た
。

（
66
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.22f., 132.

（
67
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.23., 136.　

そ
の
他
に
、無
回
答
が
一
六
・
二
％
、中
立
的
回
答
（
い
ず
れ
に
も
分
類
で
き
な
い
）
が
一
・
三
％
あ
っ
た
。

（
68
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.23., 137.

（
69
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.23., 139.

（
70
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.21., 121f.

（
71
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.21., 123f.

（
72
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.123f.



三
七

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

（
73
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.21., 125f.

（
74
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.26., 150f.

（
75
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.23f., 142.　

回
答
し
た
裁
判
官
三
四
七
人
か
ら
、
九
〇
五
件
の
理
由
に
関
す
る
回
答
が
あ
っ
た
。

（
76
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.24., 144.　

回
答
し
た
裁
判
官
六
六
人
か
ら
、
一
二
〇
件
の
理
由
に
関
す
る
回
答
が
あ
っ
た
。

（
77
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.24.

（
78
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.20f., 119f.　

事
件
の
東
西
差
に
つ
い
て
、
調
査
報
告
書
は
、「
確
か
に
特
徴
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
関
連
性
は
弱

い
」
と
分
析
す
る
。

（
79
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.25., 145.

（
80
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.25., 146.　

回
答
し
た
裁
判
官
一
一
九
人
か
ら
、
一
四
七
件
の
理
由
に
関
す
る
回
答
が
あ
っ
た
。

（
81
）
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
の
要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
、
裁
判
所
が
通
常
の
手
続
に
よ
る
裁
判
を
す
る
こ
と
は
、
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
四
項
の
要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
、
裁
判
所
が
手
続
瑕
疵
的
（verfahrensfehlerhaft

）
に
簡
易
な

手
続
に
よ
る
裁
判
を
し
た
場
合
に
は
、
関
係
者
の
抗
告
が
あ
れ
ば
、
通
常
は
原
決
定
の
破
棄
差
戻
し
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（K

eidel/
Engelhardt, K

om
m

entar des Fam
FG, 19. überarbeitete A

ufl., 2017, §
155a Rd.10 （=S.1609.

）; V
gl. auch, O

LG Frankfurt a.M
., 

Fam
RZ 2014, S.852.

）。

（
82
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.25., 147.　

回
答
し
た
裁
判
官
四
五
一
人
か
ら
、
四
九
九
件
の
理
由
に
関
す
る
回
答
が
あ
っ
た
。

（
83
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.25., 148.

（
84
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.25., 150.

（
85
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.26., 152f.

（
86
）BT
-D

rucks. 19/1450, S.26., 152f.

（
87
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.27., 155.

（
88
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.27., 157.

（
89
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.1., 11., 17.

（
90
）BT

-D
rucks. 17/12198, S.8.　

本
稿
Ⅰ
2
参
照
。



三
八

（
91
）BT

-D
rucks. 19/1450, S.2.

（
92
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1439.=N

JW
 2016, S.2497.= ZK

J 2016, S.414.
　
　
　

本
事
件
の
事
実
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
原
告
（
子
の
父
）
が
、
被
告
（
子
の
母
）
と
の
間
に
も
う
け
た
娘
Ｌ
（
二
〇
〇
九
年
九
月
三
日
生
）

に
つ
い
て
、
被
告
と
の
共
同
の
親
の
配
慮
の
行
使
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
父
母
は
、
二
〇
一
二
年
ま
で
非
婚
生
活
共
同
体
に
お
い
て
生
活
し
て

い
た
。
彼
ら
の
間
に
は
、
本
件
の
娘
の
他
に
息
子
（
二
〇
〇
〇
年
生
）
が
い
る
。
父
の
も
と
で
暮
ら
し
て
い
る
息
子
に
つ
い
て
、
父
母
は
、
配
慮

権
を
共
同
行
使
し
て
い
る
。
ペ
ル
レ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
は
、
父
母
、
手
続
補
佐
人
及
び
少
年
局
の
審
問
の
後
に
、
二
〇
一
五
年
二
月
二
五
日
の

決
定
に
お
い
て
、
父
の
申
立
て
を
却
下
し
た
。
父
の
抗
告
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
一
五
年
八
月
三
日
決
定
は
、

書
面
に
よ
る
手
続
に
お
い
て
、
関
係
者
の
本
人
審
問
を
す
る
こ
と
な
く
、
子
に
対
す
る
親
の
配
慮
を
父
母
に
共
同
し
て
移
譲
し
た
。
そ
こ
で
、
被

告
は
、
法
律
違
反
を
理
由
と
し
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
に
抗
告
し
た
。

（
93
）K

. Lack, A
nm

., Fam
RZ 2016, S.1444.

（
94
）
二
〇
一
〇
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
の
経
過
規
整
は
「
子
の
福
祉
に
適
う（dem

 K
indesw

ohl entspricht

）」と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
一
項

二
号
及
び
二
項
二
号
は「
子
の
福
祉
に
最
も
適
う（dem

 W
ohl des K

indes am
 besten entspricht

）」と
そ
れ
ぞ
れ
子
の
福
祉
基
準
を
定
め
る
。

（
95
）BT

-D
rucks. 17/11048, S.17.

（
96
）OLG Celle, Fam

RZ 2014, S.857.=NJW
 2014, S.1309.; OLG Brandenburg, Fam

RZ 2015, S.760.=NJW
 2015, S.964.; OLG Brandenburg, 

Fam
RZ 2016, S.240.

（
97
）
配
慮
法
に
お
け
る
「
原
則
─
例
外
関
係
」
を
め
ぐ
る
議
論
及
び
判
例
は
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
離
婚
後
の
共
同
配
慮
と
単
独
配
慮
の
関
係
に
つ

い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
の
事
件
に
お
け
る
議
論
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
稲
垣
朋
子
「
離
婚
後
の
父
母
共
同
監
護
に
つ
い
て

─
ド
イ
ツ
法
を
手
が
か
り
に
─
（
一
）」
国
際
公
共
政
策
研
究
一
六
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
五
三
─
二
五
五
頁
が
詳
し
い
。

（
98
）O

LG N
ürnberg, Fam

RZ 2014, S.571.

（
99
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1443. Rd.35.

（
100
）K

. Lack, a.a.O
. （Fn.93

）, S.1444.; M
. Coester, A

nm
., ZK

J 2016, S.419.

（
101
）Staudinger/Coester, BGB

（N
eubearbeitung 2014

）, §
1626a Rd.5 （=S.171.

）

（
102
）Soergel/H

ilbig-Lugani, a.a.O
. 

（Fn.31

）, §
1626a Rd.36 

（=S.109.

）　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
二
文
の
法
律
上



三
九

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

の
推
定
に
つ
い
て
、実
体
法
上
の
推
定
で
は
な
い
た
め
、裁
判
所
を
実
体
法
上
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
す
る
立
場
も
あ
る
（Johannsen/

H
enrich/A

ltham
m

er/Lack, Fam
ilienrecht: Scheidung, U

nterhalt, V
erfahren: K

om
m

entar, 7., überarbeitete und erw
eiterte 

A
ufl., 2020, §

1626a Rd.15

（=S.1005.

））。

（
103
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1440. Rd.10., 13.

（
104
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1440. Rd.13.

（
105
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1440. Rd.13.　

本
決
定
に
対
し
て
は
、
共
同
配
慮
の
創
設
が
問
題
と
な
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
の
事
件
に
つ
い
て
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
へ
の
言
及
は
不
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
改
正
で
部
分
的
に
修
正
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
か
ら
、

二
〇
一
三
年
に
新
設
さ
れ
た
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
に
つ
い
て
帰
納
的
推
論
が
可
能
に
な
る
の
か
は
、
法
体
系
的
に
不
明
確
で
あ
る
と
の
批

判
が
あ
る
（Etzold/Löhnig, D

as Leitbild kindesw
ohlkonform

er gem
einsam

er elterlicher Sorge 

─ D
ie Entscheidung des BGH

 
vom

 15.6.2016 im
 K

ontext der oberlandesgerichtlichen Rechtsprechung, N
ZFam

 2016, S.775.

）。

（
106
）O

LG Stuttgart, Fam
RZ 2015, S.674.=N

JW
 2015, S.642.

な
ど
。

（
107
）O

LG K
arlsruhe, Fam

RZ 2015, S.2168.

な
ど
。

（
108
）Etzold/Löhnig, a.a.O

. （Fn.105

）, S.769.

（
109
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1440f. Rd.15.

（
110
）Soergel/H

ilbig-Lugani, a.a.O
. （Fn.31

）, §
1626a Rd.40 （=S.110.

）

（
111
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1440. Rd.19.

（
112
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
の
事
件
に
お
け
る
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
稲
垣
・
前
掲
注（
97
）
二
五
五
─
二
六
四
頁
、
同
「
離
婚
後
の
父
母
共
同
監

護
に
つ
い
て
─
ド
イ
ツ
法
を
手
が
か
り
に
─
（
二
・
完
）」
国
際
公
共
政
策
研
究
一
六
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
六
─
一
五
八
頁
が
詳
し
い
。

（
113
）Staudinger/Coester, a.a.O

. （Fn.101

）, §
1626a Rd.88 （=S.194.

）

（
114
）Soergel/H

ilbig-Lugani, a.a.O
. （Fn.31

）, §
1626a Rd.38 （=S.110.

）

（
115
）
以
下
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、Staudinger/Coester, a.a.O

. 

（Fn.101

）, §
1626a Rd.92

─114 

（=S.195

─201.

）; Soergel/H
ilbig-Lugani, 

a.a.O
. 

（Fn.31

）, §
1626a Rd.38

─58 

（=S.110

─115.

）; Bam
berger/V

eit, BGB K
om

m
entar Bd.4, 4.A

ufl., 2019, §
1626a Rd.27

─39

（=S.1536

─1540.

）; Palandt/Götz, BGB, 79., neubearbeitete A
ufl., 2020, §

1626a Rd.11

─11b 

（=S.2098

─2099.

）
を
主
と
し
て
参
考



四
〇

に
し
た
。

（
116
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1441. Rd.21.

（
117
）BT

-D
rucks. 17/11048, S.17.

（
118
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1441. Rd.10., 13ff　

ち
な
み
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
に
お
け
る
父
母
の
協
力
能
力
及
び
協
力
準
備
の
程
度

を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
に
近
接
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
が
共
同
配
慮
を
創
設
し
た
直
後
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
一
条
一
項
に
基
づ
く
単
独

配
慮
の
申
立
て
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
指
摘
も
あ
る
（Bam

berger/V
eit, a.a.O

. 

（Fn.115

）, §
1626a Rd.30.2

（=S.1538.

））。

（
119
）BT

-D
rucks. 17/11048, S.17.; BGH

, Fam
RZ 2016, S.1441. Rd.22.

（
120
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1441. Rd.22; O

LG K
arlsruhe, N

JO
Z 2015, S.1079.

（
121
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1441. Rd.22.

（
122
）BT

-D
rucks. 17/11048, S.17.; O

LG Saarbrücken, Fam
RZ 2016, S.1859.; O

LG Brandenburg, N
JW

 2015, S.964.=Fam
RZ 2015, 

S.760.

（
123
）Soergel/H

ilbig-Lugani, a.a.O
. （Fn.31

）, §
1626a Rd.42 （=S.111.

）

（
124
）Bam

berger/V
eit, a.a.O

. （Fn.115

）, §
1626a Rd.29.1 （=S.1537.

）

（
125
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1441. Rd.24; O

LG Brandenburg, N
JW

-RR 2017, S.131. Rn.12; O
LG Saarbrücken, Fam

RZ 2016, S.1859.

　
　
　

実
際
に
共
同
配
慮
の
た
め
の
十
分
な
基
礎
が
な
い
と
さ
れ
た
の
は
、
父
母
間
の
論
争
が
激
し
い
攻
撃
（
父
の
支
配
的
で
口
頭
に
よ
る
攻
撃
的
な

態
度
）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
父
母
間
で
客
観
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
、
父
母
が
互
い
に
最
も
激

し
い
非
難
の
声
を
上
げ
て
い
る
場
合
、
父
母
間
の
顕
著
な
軽
視
及
び
継
続
的
な
諍
い
に
至
る
場
合
、
父
母
間
の
関
係
が
、
母
に
よ
る
子
の
奪
取
以

降
、
完
全
に
破
綻
し
て
い
る
場
合
、
子
の
父
の
側
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
及
び
意
思
が
な
く
か
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
足
に
対
す

る
専
門
知
識
に
基
づ
く
援
助
を
伴
っ
て
活
動
す
る
準
備
も
父
に
な
い
場
合
、
父
が
母
に
対
し
て
敬
意
を
欠
い
て
そ
の
権
利
を
主
張
し
か
つ
そ
の
際

に
子
の
利
益
の
こ
と
に
気
を
配
る
こ
と
も
な
い
場
合
、
子
の
父
が
、
子
に
と
っ
て
重
要
な
領
域
に
お
け
る
既
存
の
意
見
の
相
違
に
つ
い
て
、
協
力

的
な
紛
争
の
解
決
の
可
能
性
を
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
必
要
の
な
い
法
的
手
段
に
訴
え
る
場
合
、
父
母
の
関
係
が
高
い
紛
争
性
を
は
ら
ん
で
お
り
、

意
思
疎
通
が
非
常
に
重
要
な
事
務
事
項
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
実
現
し
な
い
場
合
、
父
母
が
彼
ら
の
カ
ッ
プ
ル
の
紛
争
に
強
く
と
ら
わ
れ
て
い



四
一

ド
イ
ツ
婚
外
子
配
慮
法
の
実
務
動
向
に
つ
い
て
（
阿
部
）

る
場
合
、
父
母
が
子
の
た
め
に
相
互
に
意
思
疎
通
す
る
準
備
が
な
い
場
合
、
父
母
間
に
強
い
不
信
及
び
高
い
不
和
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と

が
と
り
わ
け
多
数
の
裁
判
手
続
で
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
父
母
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
破
綻
し
て
お
り
、
破
壊
的
で
あ
り
エ
ス
カ
レ
ー
ト
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
確
か
に
個
別
の
事
務
事
項
に
お
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
機
能
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
の

福
祉
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
父
母
間
の
同
権
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
能
で
あ
り
、
か
つ
共
同
の
親
の
配
慮
が
子
の
利
害
に
関
す
る
父
母

の
争
い
を
増
加
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
（Bam

berger/V
eit, a.a.O

. （Fn.115

）, §
1626a Rd.31 （=S.1538.

））。

（
126
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1441. Rd.26; O

LG Celle, Fam
RZ 2016, S.386.

（
127
）A

G Gießen, N
ZFam

 2014, S.285.

（
128
）O

LG K
oblenz, Fam

RZ 2016, S.1859.

（
129
）A

G Gießen, N
ZFam

 2014, S.285.

（
130
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1443f. Rd.44; O

LG Saarbrücken, Fam
RZ 2016, S.1859.

（
131
）O

LG Brem
en, Fam

RZ 2017, S.1407.

（
132
）Soergel/H

ilbig-Lugani, a.a.O
. （Fn.31

）, §
1626a Rd.54 （=S.114.

）

（
133
）O

LG K
arlsruhe, N

JO
Z 2015, 1082.

（
134
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1443f. Rd.44.

（
135
）K

. Lack, a.a.O
. （Fn.93

）, S.1445.

（
136
）Soergel/H

ilbig-Lugani, a.a.O
. （Fn.31

）, §
1626a Rd.49-53 （=S.114.

）; Bam
berger/V

eit, a.a.O
. （Fn.115

）, §
1626a Rd.35 （=S.1539.

）

（
137
）BGH

, Fam
RZ 2016, S.1441. Rd.20.

（
138
）
こ
の
よ
う
な
実
務
上
の
取
扱
い
は
、
二
〇
一
三
年
改
正
法
の
施
行
直
後
に
デ
ュ
ル
ベ
ッ
ク
裁
判
官
（W

. D
ürbeck

）
が
指
摘
し
た
「
法
体
系

的
に
な
じ
み
の
な
い
簡
易
な
手
続
を
『
責
任
感
を
も
っ
て
（verantw

ortungsvoll

）』
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
裁
判
官
の
心
性
に

由
来
す
る
解
決
策
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
（W

. D
ürbeck, a.a.O

. （Fn.16

）, S.335.

）。

（
139
）E. Schum

ann, Gem
einsam

 getragene Elternverantw
ortung nach T

rennung und Scheidung 

─ Reform
bedarf im

 Sorge-, 
U

m
gangs- und U

nterhaltsrecht?, V
erhandlungen des 72. D

eutschen Juristentages, Leipzig 2018, Bd.Ⅰ
, T

eil B, S.31.

（
140
）
二
〇
一
八
年
四
月
一
八
日
の
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
第
二
五
回
会
議
に
お
け
る
、
左
翼
党
（D

IE LIN
K

E.

）
の
カ
ト
リ
ン
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
議
員



四
二

（K
atrin W

erner

）
と
連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
省
政
務
次
官
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ラ
ン
ゲ
（Christian Lange

）
と
の
次
の
や
り
と
り
か

ら
は
、
差
し
当
た
り
連
邦
政
府
が
法
改
正
を
行
う
つ
も
り
が
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（Plenarprotokoll 19/25, S.2288.

）。

　
　
　

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
「
互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
父
母
の
親
の
配
慮
の
改
正
の
た
め
の
法
律
の
評
価
に
関
す
る
報
告
書
を
受
け
て
、
と
り
わ
け
回
答
し

た
裁
判
官
に
よ
る
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
に
関
す
る
多
様
な
評
価
に
鑑
み
て
、
連
邦
政
府
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
」「
事
件
の
三
〇
％
だ
け
が
書
面
に
よ
る
手
続
に
お
い
て
裁
判
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
鑑
み
て
、
連
邦
政
府
は
、
関
係

者
の
義
務
的
な
審
問
を
行
う
た
め
に
、
書
面
に
よ
る
手
続
を
廃
止
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

　
　
　

ラ
ン
ゲ
「
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
に
関
す
る
多
様
な
評
価
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
立
法
手
続
の
際
と
同
じ
状
況
に
直
面

し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
法
的
父
子
関
係
に
よ
り
法
律
上
根
拠
づ
け
ら
れ
る
共
同
配
慮
を
支
持
す
る
人
が
い
る
一
方
で
、
共
同
配

慮
に
関
す
る
決
定
が
原
則
と
し
て
常
に
本
人
審
問
後
に
し
か
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
る
人
が
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
連
邦
政
府
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
に
関
す
る
多
様
な
評
価
か
ら
は
、
直
接
的
な
行
動
の
必
要
は
差
し
当
た
り
生
じ
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

書
面
に
よ
る
手
続
が
少
数
の
事
件
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
も
、
こ
れ
に
何
ら
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
に
よ
る
手
続
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
二
六
ａ
条
二
項
に
お
け
る
互
い
に
婚
姻
し
て
い
な
い
父
母
の
親
の
配
慮
の
家
庭
裁
判

所
に
よ
る
移
譲
の
た
め
の
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
Ｆ
ａ
ｍ
Ｆ
Ｇ
一
五
五
ａ
条
三
項
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
手
続
の
迅
速
化
を
放

棄
す
る
こ
と
は
、
簡
素
化
さ
れ
た
配
慮
法
手
続
を
全
体
的
に
疑
問
視
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。」

（
141
）V

erhandlungen des 72. D
eutschen Juristentages, Leipzig 2018, Bd.II/1, T

eil L, S.187.

（
142
）H

.-O
. Burschel, T

hesenpapier der A
rbeitsgruppe zur Reform

 des Sorge- und U
m

gangsrechts, N
ZFam

2019, S.987.　

な
お
、

報
告
書
は
連
邦
司
法
・
消
費
者
保
護
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.bm
jv.de/SharedD

ocs/D
ow

nloads/D
E/N

ew
s/A

rtikel/102919_ 
T

hesen_A
G_SorgeU

ndU
m

gangsrecht.pdf;jsessionid=980D
30F4B7C3E1CA

C885B033FA
1E7B9C.2_cid324?__blob=publication 

File&
v=2

）
で
も
確
認
で
き
る
（
二
〇
二
〇
年
七
月
三
〇
日
確
認
）。

＊
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、
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